




１ あ い さ つ

新年ご挨拶

社団法人　兵庫県電業協会

�会　長　 藤　　井　　宏　　明

　明けましておめでとうございます。謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　皆様におかれましては、ご家族お揃いで健やかな新春をお迎えのことと心からお喜び申し上げま

す。また、会員並びに兵庫県を始め関係機関の皆々様には、平素より当協会の事業運営に格別のご

支援やご協力を賜わり厚く御礼申し上げます。

　2008年９月の米国大手証券会社リーマンブラザースの破綻から始まった全世界の金融市場の混乱

と危機から端を発し、大不景気圏に入り、我が国においては、株価下落、円高が進み、雇用情勢も

日を追う毎に悪化している現状にあります。昨年末のＴＶニュースで私達が愛して止まない牛丼が

１杯280円に値下げになったとの報道を眼にしました。不景気の上にデフレの情報までも出ており、

最悪のシナリオで進んでいるように思われます。

　政権交代による「コンクリートから人へ」への提言は、公共事業の大幅な縮減が予測され、民間

の設備投資の受注の低迷と相俟って、我々電気設備業者の先行きは不透明で、誠に憂慮すべき状況

にあります。しかしながら考えてみますと、国民が選んだ議員が決定をしているのです・・・。願

わくば、内需の拡大を柱とした景気対策への充分な財政出動、国民生活と経済活動の基盤である社

会整備の着実な推進、更には地方の経済・産業の活性化に十分な配慮を期待するところです。

　こうした状況の中、当協会としては業界の抱える様々な課題解決と公益法人の使命である社会貢

献に例年にも増して取り組んでいく覚悟を新たにしています。

　新政権が打ち出した脱地球温暖化戦略の推進では、CO２の90年比25％削減という産業界にとって

極めて厳しい目標の達成が国際公約とされていますが、省エネルギー対策の強化や、再生可能エネ

ルギーの活用は今後確実に進めなければならない重要課題でもあり、当協会としてもビジネスチャ

ンスとして受け止め、太陽光発電を始めとするこれらの新技術や情報の提供を充実しなければなり

ません。

　また、経験豊富で知識・技能に優れたベテラン職員がいずれ職を去っていくことが予測され、次

代の電気設備業界の中核を担う人材育成が求められている中、会員の技術力のアップを図るための

諸施策に加えて、若者にとって魅力ある職場作りへのチャレンジも必要です。

　幸いにも、３年前の県外大手会員の大半が退会するという非常事態を乗り越え、全会員の結束と

全面協力により、昨年は21社が入会するなど明るい要素も出てきており、また、当時３年を目途に

策定した協会再生計画のメニューの大部分はクリアーできたのではないかと感謝申し上げる次第で

あります。

　最悪最低の経済環境下ですが、協会の総力を挙げて業界の発展と地域社会への貢献のため取り組

む所存であり、昨年も申し上げましたが、会員各位はこれまで以上に「頭使、速行、努力」が必要

と認識し、この厳しい環境を切り開いていただきたいと念じています。会員各位の更なるご支援ご

協力をお願い申し上げます。

　本年が当協会にとりまして飛躍の年となりますとともに、皆様方のご健勝、ご繁栄を心よりご祈

念申し上げ新年のご挨拶といたします。
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元気で安全安心な
　　兵庫をめざして

兵 庫 県 知 事

�　　　　　　　　　　

　新年あけましておめでとうございます。

　21世紀も10年目、今年は阪神・淡路大震災から15年の節目を迎えます。

　これを期に、改めて震災の経験と教訓を伝承する「伝える」「備える」取組とともに、創造的復

興を成し遂げてきた兵庫の力を礎に、21世紀の成熟社会を先導する地域づくりを進めましょう。

　震災直後に540万人まで減少した人口も、昨年11月、560万人を超えました。今後予測されている

本格的な人口減少社会が到来しても、地域社会が活力を失わないよう、兵庫の多様性を生かし、元

気な兵庫づくりに取り組まなければなりません。

　一つは、安全安心の確保です。台風９号の教訓を踏まえ、山の管理や谷筋の砂防対策などを徹底

します。また、新型インフルエンザ対策、緊急経済雇用対策に万全を期します。

　二つは、地域活力の増進です。ふるさと自立計画への支援、商店街の活性化、就農促進など、地

域の努力を応援します。また、仕事と生活が調和する社会、女性や高齢者の元気を生かせる社会の

実現をめざします。

　三つは、新時代の先導です。少子化、高齢化、地域偏在とともに進む人口減少などの社会の変化

に対応するとともに、市町、県、広域の各段階で、自主自立をめざした改革を進めます。

　変化の激しい時代だからこそ、柔軟な発想と行動力で、ともに元気で安全安心な兵庫をつくりま

しょう。

厳しさも　課題も乗り越え　行く先は　新たな地域の夢結ぶ途
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2010年
　 市長新年あいさつ

神 戸 市 長

�　　　　　　　　　　

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　近年、少子・超高齢化の進行や世界同時不況など、市政を取り巻く環境が厳しい状況になってい

く中、これからは「人間を大切にする市政」でなければならないと思っています。

　人を大切にすることは、「命とくらし」を守り抜くことであり、これに重点を置いた取り組みが

特に重要であると考えています。

　今後、想定される東南海・南海地震に備えるためにも学校や住宅の耐震化を進めていきます。ま

た新型インフルエンザなどの感染症に迅速に対応する健康危機管理体制の強化にも取り組んでいき

ます。医療面においては、３次救急を担う新中央市民病院の建設や小児救急医療拠点の整備など医

療の充実を図ります。雇用面では、デザイン都市や医療産業都市といった新しい切り口でのまちづ

くりなどによる雇用の創出と確保を行うとともに、男女共同参画の推進と、仕事と生活が両立でき

る環境づくりのためにも安心して子供を預ける場を増やします。また、地域での高齢者の見守り機

能強化を強化する介護や専門的ケア体制の整備など、市民の命とくらしを守る施策を充実します。

３期目の施政方針は、「協働と参画」と「行財政改革」を基本姿勢とし、５つの分野の重点目標に沿っ

た140の施策を掲げました。これらを確実に実行していくとともに、時代や変化にも機敏に対応し

ながら「人間を大切にする神戸市政」を進めていきます。

　また、昨年末には「第15回国連気候変動枠組み条約締約国会議（ＣＯＰ15）」がコペンハーゲン

で開催され、温室効果ガスの削減目標などについて話し合われました。神戸市においても、温室効

果ガスの削減を進め、カーボンゼロの都市を目指します。公共施設においては、「エコロジー建築」

の推進、太陽光発電・風力発電やごみ発電・バイオマスエネルギーなど再生可能エネルギーの利用

促進を行い、低炭素社会の実現に向けて総合的に取り組みます。

　具体的には、温室効果ガス削減について、政府目標である「2020年までに90年比で25％削減」を

達成するためには、すべての建築物が2020年時点で現行省エネ基準を満たすことが必要であるとの

試算もあります。今後、中期目標達成のためには、新築ビルの省エネ性能向上や、既築ビルの省エ

ネ改修により、さらなる CO２削減が求められております。協会の皆様の知力と技術力によるご協

力を得ながら、公共施設においても積極的に省エネ化に取り組んでいきたいと思っております。

　阪神・淡路大震災から15年を経た神戸のさらなる飛躍のため、これからのまちづくりの方向を市

民の皆さまとともに描き、神戸の持つ個性を発揮しながら、人材が集積し、人材が育つ新しい時代

の先進都市を目指し、ともに力を合わせ、安心で元気な活力ある、誇れるまち神戸を築きあげてい

きましょう。
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平成22年 新年ご挨拶

兵庫県まちづくり担当部長

�本　　井　　敏　　雄

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　平素は、兵庫県政、とりわけまちづくり行政の推進に御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げま

す。

　昨年は、８月に発生した台風第９号災害に対し、住宅再建の応急的な対策として、県営住宅や県

職員住宅・教職員住宅への一時入居に加え、応急仮設住宅の提供を行いました。また、住宅の建設・

購入、補修に係る融資に対して５年間、利子補給するとともに、被災を受けた住宅の既存の住宅ロー

ンと住宅再建のための新たな住宅ローンの二重の負担となる場合には、既存の住宅ローンに対して

も利子補給を実施しました。さらに、高齢者の住宅再建費用に対する100万円の助成、住宅再建の

ため一時的に民間賃貸住宅に入居する場合の家賃への助成など、被災者の住宅再建に向け積極的な

支援に取り組みました。

　本年は、淡路花博開催から10年目の節目を迎え、３月20日から５月30日までの間、淡路夢舞台等

をメイン会場に淡路花博2010「花みどりフェア」を開催します。「人と自然の新たなコラボレーショ

ン」をテーマに、これまでの緑化再生、環境再生の検証と今後の取組の方向性を探るとともに、新

たな花緑文化を配信し、淡路の地域振興や発展に寄与するイベントとなることを期待しています。

　また、広く都市緑化意識の高揚を図り、緑豊かな潤いのある住みよい環境づくりを推進するため、

５月23日に第21回全国「みどりの愛護」のつどいを、本年度に全面開園する兵庫県立三木総合防災

公園で開催します。

　さらには、住民団体などが実施する緑化活動を支援することにより、都市部の防災性の向上や環

境の改善を図る県民まちなみ緑化事業が平成22年度、最終年度にあたるため、事業効果の検証を進

めてまいります。

　今後とも、兵庫県が直面する課題をしっかりと捉え、県民本位、生活重視、現場主義を県政推進

の基本として「元気で安全安心な兵庫」をめざしてまいりますので、ご支援、ご協力を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。

　最後になりましたが、新しい年が皆様にとって充実した素晴らしい年となりますことを心より祈

念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。
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新年のご挨拶

兵庫県議会議員

� 　　　　　亮　　介
� （当 協 会 顧 問）

　平成22年の新年のご挨拶申し上げます。

　御健勝にて新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　昨年はまさに激動の年でありました。経済的には「百年に一度」とも言われたアメリカ発の世界

同時不況の克服に追われた年でありました。政治的には永年の課題でもあった「政権交代」が実現

いたしました。が、政権移行の混乱に加えて円高やデフレ・スパイラルの危惧などの諸課題の「先

送り」ばかりであります。

　新年・平成22年の干支は「庚（かのえ）・寅（とら）」であります。

　「庚（かのえ）」は、汚れを洗い清め償う意味であり、革命による断絶ではなく、更新による進化

を意味します。「寅（とら）」は、人が向かい合う象形文字であり「たすけあう」意味であり、志を

同じくする者が助け合う事によって進歩する意味であります。「さんずい偏」をつければ「演」・（の

びる）になるのであります。

　その意味で激動・激変の年の平成22年が、政治的にも経済的にも人々が「たすけあい」断絶では

なく更新進化するという干支「庚・寅」通りの年となる事を祈念して、新年のご挨拶といたします。
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　あけまして、おめでとうございます。

　ご家族や従業員のみなさんともども「今年こそは」の期待を込めて、新年をお迎えのことと存じ

ます。

　昨年も公私にわたり大変お世話になりましてありがとうございました。今年も変りませぬご指導、

ご交誼をお願いいたします。

　さて、昨年も「今年こそは」と決意し、努力をされた一年でありましたが、なかなか景気は回復

せず、厳しい一年でありました。アメリカのオバマ大統領は「チェンジ」を、日本の鳩山総理は「変

革」を訴え政権に就きました。それぞれの国民は「どう」チェンジ、「どう」変革されるのか、大

きな期待が寄せられています。そしてそのキーワードは「国民の生活第一」でなければなりません。

そのためには国民一人一人の可処分所得を増大せねばなりません。企業主のみなさんは従業員のみ

なさんにも、充分な所得を配分しなければなりません。そのため仕事量の確保が肝要であります。

また、適正な価格での受注も必要であります。新しい安全、環境、エコ等の分野への参入も進めね

ばなりません。協会においても技術練磨の研修なども必要でしょう。関係箇所への要請事項なども

ありましょう。協会としても課題は山積みしていると思います。厳しい時だからこそ一致協力して

突破しようではありませんか。格段のご活躍をお祈りいたします。

　協会と会員企業さまの発展、ご家族、従業員のみなさんを含む、ご尊家の万福をお祈りし、新年

のごあいさつとします。

新年ごあいさつ

元神戸市議会議員

�髙　　田　　　　　巖
� （当 協 会 顧 問）
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新エネルギーの意義と　　　　　　　　　

　　　兵庫県のグリーンエネルギー推進策

� 兵庫県農政環境部環境管理局大気課

１　新エネルギー導入の意義

　「新エネルギー」とは、石油や石炭、原子力など、

旧来からあるエネルギーに対して、太陽光発電や風

力発電など、文字通り「新しく」登場しつつある資

源エネルギーを言います。

　政策的には、平成９年（1997年）施行の「新エネ

ルギー利用等の促進に関する特別措置法（新エネ

法）」において、「技術的に実用化段階に達しつつあ

るが、経済性の面から普及が十分でないもので、石

油に代わるエネルギーの導入を図るために特に必要

なもの」と定義され、現在は下図1の10種類（白ヌ

キ部分）が「新エネルギー利用等」に指定されてい

ます。

　新エネルギーの導入のメリットとしては、次の３

つが挙げられます。

①　エネルギー供給の安定化

　太陽光発電などの自然エネルギーを中心とする新

エネルギーは、どこにでも存在し、枯渇する心配の

ない国産エネルギーなので、エネルギー自給率を高

め、エネルギー供給の安定化に寄与します。

②　地球温暖化対策

　温室効果ガスの削減が世界的な緊急課題となるな

か、新エネルギーは、温室効果ガスをほとんど排出

しないクリーンなエネルギーとして脚光を浴びてい

ます。

③　新産業の育成と雇用の創出

　新エネルギーは、開発段階から、実用化、普及段

新エネルギーの種類図１

２ 特 集 新エネルギー事情
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階へと移行しつつある新しい技術であり、新産業と

雇用の創出が期待されます。

２　グリーンエネルギー10倍増作戦

　兵庫県では、エネルギー効率の高い家電製品等の

使用、製造工程におけるエネルギー使用の合理化等

の省エネルギー対策と、太陽光発電、バイオマス発

電の導入等の新エネルギー対策を併せた総称を、「グ

リーンエネルギー」と呼び、平成14年７月に、グリー

ンエネルギーの普及拡大を目指して「グリーンエネ

ルギー推進プログラム」を策定しました。また、平

成17年度には、「平成22年度におけるグリーンエネ

ルギーの導入量を平成14年度に比べて10倍増とす

る」具体的目標を掲げました。この目標は、「グリー

ンエネルギー10倍増作戦」として、県の温暖化対策

の基本である「新兵庫県地球温暖化防止推進計画」

（平成18年改訂）の重点施策の1つに位置づけられて

います。

３　太陽光発電システムの普及促進

　兵庫県では、平成17年度に国の補助金制度が終了

したため、平成18年度から、自ら居住する住宅に金

融機関等から融資を受けて住宅用太陽光発電システ

ムを設置する県民を対象に補助を行ってきました。

平成21年１月に国の補助金制度が復活したのを受け

て、県の補助制度は終了しましたが、兵庫県におけ

る太陽光発電設備の平成６年度～20年度の設置件数

は全国7位（出力では全国６位）と都道府県別では

上位を維持しています。平成20年度末の設置状況は、

20,890件（図２参照）、73,578kWとなっています。

　また、平成21年７月30日には、ＪＲ神戸駅前の神

戸クリスタルタワーに「太陽光発電相談指導セン

ター」を開設しました。太陽光発電の普及が進まな

い要因の１つに、関連する情報が散在し、正確な情

報を一元的に入手できないことが挙げられていま

す。相談指導センターでは、「太陽光発電システム

とはどんなものか」に始まり、「自宅の屋根につけ

られるのか」「補助金の申請方法を知りたい」など、

個々のケースに応じた内容まで、太陽光発電の導入

に関心を持つ県民の皆様のさまざまな相談に、専任

の相談員がきめ細やかに対応します。また、同セン

ターでは、技術的な専門知識を持つコンサルタント

の自宅等への派遣や、家庭の「どこから」「どのく

らい」CO２量が排出されているのかを診断し、削減

に向けた対策の提案を行う「うちエコ診断」も実施

しています。同センターは、国の補助制度の申請業

区　　分 Ｈ14年度実績 Ｈ20年度実績 目標（Ｈ22）

太陽光発電 24,000 84,239 190,000

うち住宅用 6,866基 20,890基 40,000基

風力発電
　5,750

（≒6,000）
43,457

　107,750

（≒110,000）

合　計 30,000 127,696 300,000

（単位：kW）

グリーンエネルギー10倍増作戦の進捗状況と目標値表１
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務も行っており、啓発パンフレットや電話相談を通

じて、制度の周知を図っています。

　また、県独自の補助制度として、国の補助制度の

対象とならない10kW 未満の太陽光発電システムを

導入しようとする事業者等を対象に、ほかの省エネ

設備と複合的に導入することを条件として、１kW

あたり3.5万円の設置補助を行います。

４　風力発電の普及促進

　風力発電の普及を促進するため、兵庫県では、県

内のどの場所が風力発電に適しているかを示す風況

マップをインターネット上に公開し、発電事業者等

へ広く情報提供しています（http://www.kankyo.

p r e f . h y o g o . j p / J P N / a p r / t o p i c s /

tikyuondanka/16_index.htm）。この風況マップは、

気象庁が提供する20㎞単位の広領域の気象データを

もとに、地形や気温、水蒸気等様々な要素を反映さ

せた局地気象数値モデル（LOCALS）を用い、西

暦2000年の１年間の地上30ｍでの年平均風速を、１

㎞単位で再現計算したものです。

５　ひょうごグリーンエネルギー基金を 

　　活用した県民発電所の建設

　ひょうごグリーンエネルギー基金は、グリーンエ

ネルギーの普及に要する費用を県民・事業者の総参

加で負担しようという趣旨のもと、平成14年に財団

法人ひょうご環境創造協会内に設立されました。同

基金は、県民、事業者による寄付金及び後述する

「CO２削減相殺制度（ひょうごカーボンオフセッ

ト）」で集まった募金等を原資として、県内各地に「県

民発電所」といわれる太陽光発電施設及び小型風力

発電施設を設置しています。平成20年度までに、12

カ所の太陽光発電施設、４カ所の小型風力発電施設

が同基金により設置され、稼働しています（図２参

照）。

　「CO２削減相殺制度（ひょうごカーボンオフセッ

ト）」は、県内のイベント開催によって排出される

CO２を他の場所での削減量で相殺（オフセット）す

るものです。相殺するための費用を参加料に上乗せ

したり、参加者から募金を集め、ひょうごグリーン

エネルギー基金を通じて、太陽光発電などの県民発

電所の設置等を行っています。

兵庫県内の住宅用太陽光発電の設置件数の推移
（新エネルギー導入促進協議会資料より作成）

図２
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６　おわりに

　昨年11月、国は、家庭などで発電した太陽光の余

剰電力をこれまでの２倍の価格で買い取る制度をス

タートさせました。今後、この制度は、すべての再

生可能エネルギーの全量買取へと拡充する方向で検

討されています。

　再生可能エネルギーの普及は、国の温暖化対策の

柱の１つであり、今後は、買取制度に加え、さまざ

まな推進策が打ち出されるものと思われます。

　県も、国の施策を踏まえ、地域ごとに特色あるエ

ネルギー資源を効率的に地産地消できるよう、地域

全体でグリーンエネルギーの普及拡大を図っていき

ます。

ひょうごグリーンエネルギー基金設置の県民発電所図２
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　現在県下各地で新エネルギーの活用や普及促進が

進められていますが、その内４つの団体や企業にお

ける取組み事例をご紹介します。

１　ＮＰＯ法人ワット神戸 

　　（太陽光発電・小型風力発電の普及と省エネ推進）

　新エネルギーの代表格として太陽光発電があげら

れます。太陽光発電は太陽電池内部に入射した光の

エネルギーを吸収した電子が、あらかじめ設けられ

た電界に導かれ、電力として外部に出力されるもの

です。一般的な太陽電池は、ｐｎ接合型と呼ばれ、

ｐ型とｎ型の半導体を接合したもので、代表的なも

のはシリコン系、化合物系と呼ばれています。簡単

に言えば、光エネルギーを吸収した電子を半導体の

性質により、一方向へ流したものです。また、安価

な太陽電池として期待されている色素増感型太陽電

池は、二酸化チタンに吸着された有機色素の電子を

光によって励起する物で、構造が簡単で材料コスト

が安価なため、次世代の太陽光発電として注目され

ています。

　ワット神戸は、母体の兵庫県中小企業家同友会が

平成11年にドイツへ環境ビジネス視察団を派遣した

ことがきっかけとなりました。平成12年に神戸市民

発電所研究会に参加することにより、本格的に太陽

光発電事業を研究、開発する目的で平成13年に結成

されました。その後、平成15年にＮＰＯ法人の認定

を受け、普及啓発活動にも注力してきました。エネ

ルギーを「生む」「省く」「正しく使う」の３つの「しょ

うエネルギー」を柱にプロジェクトを実施していま

す。太陽光発電は会の中心事業であり、最初に手が

けたプロジェクトです。パネルをはじめ主要部品は

大手メーカーのものを利用していますが、メンバー

が出来る部分に関しては内部製作をしています。も

ちろん調査、設置工事については会員間の連携で実

施し、ノウハウを蓄積しています。

　「生む」事業については、そのほか小型風力発電、

色素増感型太陽電池、携帯型太陽光発電装置などを

新エネルギー活用の事例

くるくる市民発電所
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展開中です。

また、太陽光

パネルを組み

込んだハイブ

リッドタイプ

のマイクロ風

力発電機、ま

た、防犯灯、

監視カメラ等

との複合製品

など派生製品

の開発、販売

も行っていま

す。太陽光パ

ネルと雨水の

貯水槽を組み合わせた自動潅水装置など、会員の本

来事業を活用した新しい事業を「生む」活動を行なっ

ています。

　「省く」事業では、会員のエネルギー管理士を中

心とした、工場等のエネルギー診断を実施し、クレ

ジット方式による CO２削減に寄与しています。「正

しい」エネルギーの使用については、官学の共同を

得て、地域の自治会、子供会を中心に啓発活動を行

なっています。国の CO２削減計画により今後ます

ます設置が予定されている太陽光発電は、電気工事

会社にとっては受注してもその殆どをメーカー発注

しているのが現状です。ワット神戸の地道な活動は

電気設備業界としても大いに注目すべき対象とし

て、今後の活躍が期待されるところです。

２　神戸市建設局 

　　（神戸バイオガス＝下水処理から生じる循環エネルギー）

　神戸市では、年間２億㎥の下水を処理しており、

処理過程で110万㎥の汚泥が発生します。この汚泥

は減量化や質の安定化を目的とした嫌気消化が行わ

れ、このとき副産物として1000万㎥の消化ガスが発

生します。

　消化ガスは、メタンと二酸化炭素を主成分とする

可燃性ガスで、従来から処理場内のボイラーや空調

の燃料に使用されていましたが、都市ガスに比べ熱

量が低いことに加え、不純物である硫化水素やシロ

キサンが含まれており、設備の稼働率を下げるなど

の欠点があり、発生量の３割は余剰ガスとして焼却

されていました。

　市では、この余剰分を有効活用するため、消化ガ

ス中のメタンのみを抽出すれば、都市ガスと同等の

エネルギーが得られると考えました。平成16年度か

ら東灘処理場において㈱神鋼環境ソリューション

と、平成17年度から（独）土木研究所とともに消化

ガス精製について共同研究を行い、メタン98％の精

製ガスが得られることが実証されました。

　精製方法は、高圧水吸収法を採用し、二酸化炭素

や硫化水素が水に溶解しやすい性質を利用したもの

で、９気圧に昇圧した消化ガスと水を接触させ、ガ

ス中の不純物を除去し、メタンの濃度を高めるシス

テムです。

　この結果、メタン濃度は60％から98％にアップし、

CO２は37％から0.6％に減少、有害物質も取り除か

れます。熱量は都市ガス（13Ａ）より１割ほど低く

なりますが、天然ガス自動車の燃料として用いるに

は問題のないバイオ天然ガスが得られます。

　こうしたカーボンニュートラルな環境に優しいエ

ネルギーは「こうべバイオガス」と命名され、精製

された5,000㎥／日は、天然ガス自動車や場内で使

用されています。

　天然ガス自動車は、窒素酸化物や CO２の排出量

が少なく、現在、貨物運送車、バス、ごみ収集車な

ど実用車として多くの分野で利用されていますが、

東灘処理場内には１日2,000㎥のガスを供給できる

こうべバイオガスステーションを設置し、市バスな

どに利用されています。

バイオガス供給ステーション

ハイブリット型風力発電
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　さらに、㈱神鋼環境ソリューション及び大阪ガス

㈱と連携し、バイオガスを熱量調整等の高度精製を

行い、直接都市ガス導管に注入する実証事業に取り

組んでおり、事業場や一般家庭への供給は平成22年

度の早い時期にスタートする見込みです。

　日本初のこうした取り組みにより、下水処理場で

発生するバイオガスは余すことなく有効利用される

ことになり、低炭素社会、循環型社会の構築への貢

献が大いに期待されるところです。

３　クリーンエナジーファクトリー㈱ 

　　（ＣＥＦ南あわじウインドファームの風力発電）

　平成12年11月、風力発電を中心とするクリーンエ

ネルギー事業の推進を目的として、北海道クリーン

エナジーファクトリー㈱（現クリーンエナジーファ

クトリー㈱）が設立され、翌年根室市で当時最新鋭

の風力発電機の設置を皮切りに、これまで国内10箇

所、100基の風車を建設、運転しています。

　県内では、平成18年11月南あわじウインドファー

ムが運転を開始しました。この施設は鳴門海峡をの

ぞむ南あわじ市阿那賀志知川、西路地区の海抜118

ｍから226ｍの丘陵に建設され、地中ケーブルによ

り関西電力㈱の送電線に接続しています。アメリカ

GE Wind Energy 社製の高さ128.5ｍ、ローターの

長さ88ｍの風車が15基並んでおり、発電は１基当た

り定格出力2,500kW、総出力は37,500kW、日本最

大級の風力発電機で、約2,000世帯分の電力を賄う

ことができます。

　発電の仕組みは、ブレード（風車の羽根）が風を

精製装置

南あわじウインドファームの風車

13



受けて回転し、ギヤボックスで発電機が発電を行う

ことができる回転数まで増速させ、発電機で回転運

動を電気エネルギーに変換させています。

　風力発電は、無尽蔵でありながら不規則な風とい

う自然現象を動力源とした発電システムであるた

め、常に状況に合わせた運転、保守、管理が求めら

れています。

４　㈱ノヴァエネルギー 

　　（潮流発電・海流発電）

　海には、潮の干満、波、海流などいろいろなエネ

ルギー存在しています。効率よく取り出すことが出

来れば、無尽蔵でクリーンなエネルギーの供給源と

なると期待され、世界各地で実用化の動きが進んで

います。

　潮流発電は海峡などの速い潮の流れを、海流発電

は黒潮など地球規模の流れを、海洋温度差発電は太

陽の熱によって暖められた海面付近の海水と、深い

ところの冷たい海水との温度差を利用して発電する

ものです。このほか波力発電、潮汐発電、洋上風力

発電などもあります。

　㈱ノヴァエネルギーは、三木市にある小さなベン

チャー企業で、鈴木社長は冷凍運搬船の船長などを

勤めていた頃、海流の大きな力に150ｍの大型船が

押し流されてしまうことから、このエネルギーを利

用できないか考えるようになり、これまで風力と太

陽光を利用した「電気のなる木」など環境教育の教

材などを開発・販売する傍ら潮流発電の研究開発を

行ってきました。平成20年２月、明石海峡の潮流を

利用し、潮流発電の実用化を目指した試作実証実験

を行い、200ワットの安定した電力を得ることに成

功しました。潮流発電は海草やごみがプロペラに絡

まるなどの問題がありますが、これを解消するため

魚の進化をヒントにマグロやシャチ、ペンギンなど

の形をしたプロペラを海中に沈め、この回転力で発

電機を回す仕組みとなっています。

　しかしながら、同社は、実用化には多額の費用が

かかることと、日本では早期の許認可が困難なこと

から、潮流発電に国を挙げて取り組んでいる韓国で

の実現に向けて取り組みを進めています。

　さらに、鈴木社長は、黒潮を利用した海流発電を

実現したいとの強い思いを抱いています。東シナ海

に長さ120ｍの垂直に延びた大型のブイに長さ25ｍ、

直径17ｍのプロペラ４基を取り付け、アンカーで固

定した装置は、海流で回転したプロペラのエネル

ギーを油圧で最上部にある発電機に伝え、海底ケー

ブルで陸上に引き込むもので、2,000kW の発電を

得ることができます。これを200機設置することに

より、40万kW の発電量が得られると想定していま

す。また、海流は常に安定した流れがあり、稼働率

は100％、原子力発電より建設コストは安く、核廃

棄物の処理の問題もない。化石燃料は数十年先には

枯渇するが、無限のエネルギーであるとその将来性

を力説されています。

　今後、技術開発が進み、安いコストでの設置が可

能になり、国の支援体制が整備されるようになれば、

周囲を海に囲まれ、世界２大海流の黒潮の通り道で

ある我が国にとって、海洋エネルギーは究極の自然

エネルギーになるのではないかと期待したいと思い

ます。

海流発電のイメージ
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１．環境配慮型の庁舎（図１）

①　太陽光発電

　車庫・道場棟の屋上に太陽光発電設備30ＫＷを設

置し、自然エネルギーを活用しています。発電され

た電気は照明・ＯＡ機器等に利用しています。

②　屋上緑化

　車庫・道場棟の屋上に緑化を施し、ヒートアイラ

ンド現象の緩和を図っています。

太陽光発電、屋上緑化写真２

　本施設は兵庫県姫路警察署の旧庁舎を建て替え整備したものです。

　施設整備にあたっては、「環境配慮型の庁舎」「災害に強い庁舎」「ユニバーサルデザイン」等を整備目標と

しました。その概要について紹介します。

姫路警察署　外観写真１

３ 施 設 紹 介

兵 庫 県 姫 路 警 察 署

� 兵庫県県土整備部住宅建築局設備課
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③　クール・ヒートピット

　年間を通じて安定した地中熱を利用し、免震ピッ

ト内に空気を通すことで、空調に用いる外気の予

冷・予熱を行い、省エネルギー化を図っています。

④　井水利用

　井水を便所洗浄水や屋外散水として使用し、水資

源を有効利用しています。

⑤　井水の熱利用

　年間を通じて安定した水温となる地下水（井水）

を水資源としてだけではなく、自然の熱エネルギー

として空調の外気負荷軽減にも有効活用しています。

⑥　マイクロ・コジェネ

　小型ガスエンジンによる自家発電により電力と排

熱を供給し、排熱は厨房の給湯に利用しています。

また、マイクロ・コジェネを導入することで、安価

なガス料金体系が適用可能となっています。

⑦　センサーによる照明制御

　事務室の窓際の照明は昼光の明るさに連動する自

動調光を行い、トイレ・階段の照明は人感センサー

制御を行うことで省エネルギー化を図っています。

⑧　グラスパーキング

　駐車スペースをグラスブロック舗装とし、雨水浸

透とヒートアイランド現象の緩和に寄与しています。

グラスパーキング写真３

環境配慮技術の概念図図１
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２．災害に強い庁舎

①　基礎免震構造 +ＲＣ構造

　建物基礎に免震構造を採用し、上部躯体をＲＣ構

造として、耐震性と耐久性の高い建築躯体としてい

ます。また、電気配線には余長、設備配管には可と

う継手を持たせ、免震層の変形に追従させ、耐震性

能の向上を図っています。免震装置は鉛プラグ入積

層ゴム支承タイプとしています。

免震ピット写真４

②　洪水対策

　当該地は河川氾濫時に0.5ｍの浸水が予測（兵庫

県ハザードマップ）されています。それに対して１

階レベルを周辺道路より0.5ｍ以上高くすることで、

浸水によるライフラインの機能不全を未然に防止し

ています。

３．ユニバーサルデザイン

①　ゆとりある庁舎共用部

　中央にＥＶ・便所を設けシンプルな動線を構成

し、車椅子利用者でも自在に動き回れるよう廊下幅

1.8ｍ以上を確保しています。また、廊下・階段は

両側に手摺の設置、身障者対応ＥＶ、分かりやすい

サイン表示など、兵庫県福祉のまちづくり条例の望

ましい基準を具現化したモデルケースとして位置付

けています。

②　オストメイト対応トイレ

　１階には男女別に、オストメイト対応のトイレを

設けています。また、２～６階のトイレは、内部に

車椅子の転回スペースを確保しています。

オストメイト対応トイレ写真５

４．電気設備概要

①　受変電設備

　電気室に下記仕様の薄型キュービクルを設置して

います。

・３φ３Ｗ6.6kV　１回線受電

・変圧器：乾式モールド（JIS C 4306）

　１φ6.6kV/210V 200kVA×2

　１φ6.6kV/210V 100kVA×1

　３φ6.6kV/210V 300kVA×2

　スコット210V/210-105V 200kVA×1

　　　　　合計　1,300kVA

・自動力率調整装置（79.8kvar×1、53.2kvar×2）

電気室写真６

②　自家発電設備

　車庫・道場棟の発電機室に下記仕様の発電機を設
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置しています。

・用途：防災、保安用

・形式：屋内エンクロージャ式（超低騒音75ｄB（A））

　　　　ガスタービン発電機

　　　　空冷方式、電気始動方式

・出力：6.6kV375kVA

・燃料：Ａ重油

・燃料タンク：屋内タンク11,000㍑、小出槽700㍑

・運転時間：連続48時間以上

車庫・道場棟発電機室写真７

③　直流電源設備

　電気室に非常照明・受変電設備制御用として直流

電源装置ＭＳＥ長寿命形300Ah/10Hr×54を設置し

ています。

④　幹線設備

　２系統のＥＰＳにバスダクトを設置し、縦幹線の

省スペース化を図っています。

　接地については雷サージ対策に有効な統合接地を

導入しています。接地母線は等電位を確保するため

に、各フロアで３箇所構造体接続を行っています。

なお、Ｂ種接地のみ単独接地とし、接地端子盤内で

統合接地とＳＰＤにて接続しています。

⑤　電灯設備

　事務室は初期照度補正機能付照明器具（埋込下面

開放型 HF32W２灯）としています。窓側２列は照

度センサー機能付照明器具により調光制御（25～

100％）を使用しています。また、トイレ・階段も

人感センサーによる制御を行うことにより省エネル

ギーを図っています。

事務室写真８

⑥　雷保護設備

　ＪＩＳ Ａ  4201‐2003（新ＪＩＳ）規定に基づき、

受雷部システムは、回転球体法により突針＋棟上導

体方式で保護レベルⅣを満足するものとしていま

す。引下げ導線システムは構造体利用としています。

接地システムは免震ピットの地中構造体を利用した

構造体利用接地極としています。

⑦　電話設備

　電話交換機は別途工事であり、交換台・ダイヤル

イン併用方式となっています。

⑧　情報設備

　通信機器室から各階端子盤・ＯＡ盤へＵＴＰケー

ブル（CAT5e）をスター配線しています。

⑨　テレビ共同受信設備

　屋上に設置しているＵＨＦアンテナで地上デジタ

ル波を受信し、各所に分配しています。

⑩　拡声設備

　宿直事務室に非常業務兼用アンプ（480W30局）

を設置し、警務課に業務リモコンを設置しています。

また、電話交換機とも連動し、ページング放送も可
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能としています。

⑪　映像音響設備

　免許更新講習室と会議室に映像音響装置を設置し

ています。

・液晶プロジェクター、スクリーン、ＤＶＤ等

・アンプ、スピーカー、ワイヤレスマイク

⑫　情報表示設備

　出退表示装置を各課に設置しています。

電気時計は親時計を１階宿直事務室に設置し、子時

計を柔剣道場他２箇所に設置しています。

⑬　誘導支援設備

　視覚障害者対応の音声誘導装置を表玄関に設置し

ています。

　多機能便所にはトイレ呼出装置を設置しています。

⑭　インターホン設備

　屋外出入口系・施設管理系・護送系・取調室系・

留置場系等の系統ごとに、用途に合わせた各種イン

ターホンが設置されています。

⑮　監視カメラ設備

　屋外出入口系・施設管理系・護送系・取調室系・

留置場系等の系統ごとに、監視カメラを設置してい

ます。デジタルレコーダー等の主装置は宿直事務室

に設置しています。

⑯　入退室管理・防犯設備

　電気錠とテンキーを用いた入退室管理を行った

り、侵入センサー等を設置することで、屋内外のセ

キュリティを確保しています。

⑰　防災設備

　宿直事務室にＧＲ型受信機を設置し、約470回線

の監視を行っています。

宿直事務室写真９

⑱　中央監視設備

　宿直事務室に中央監視装置を総合盤組込で設置し

ています。警務課には副表示器を設置しています。

⑲　太陽光発電設備

　多結晶タイプの太陽光発電30kW を設置していま

す。エントランスロビーに表示装置を設置し、来庁

者に普及啓発を行っています。（ＮＥＤＯ平成20年

度地域新エネルギー導入補助事業）

・屋上（車庫・道場棟）：30kW

太陽光パネル写真10

⑳　昇降機設備

　下記の３基を設置しています。

・１、２号機：庁舎（２台群管理）

　　（１号機：乗用・車椅子兼用、２号機：乗用）

　定員：15人　90m/min

　　　　７階停止
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・３号機：庁舎（乗用）

　定員：13人　60m/min

　　　　３階停止

エントランスロビー写真11

エレベーターホール写真12

夜景写真13

５．建築概要

所 在 地：兵庫県姫路市市之郷926番地５

敷 地 面 積：8,464.63㎡

建 築 面 積：3,606.84㎡

延 面 積：12,081.40㎡

構 造 規 模：庁　　　　舎：ＲＣ造７階建

　　　　　　　　　道場・車庫棟：ＲＣ造２階建

工 期：2007年12月～2009年８月

設 計 監 理：兵庫県県土整備部住宅建築局

　　　　　　　　　営繕課・設備課

　　　　　　　　　㈱日本設計関西支社

庁 舎 棟 建 築：真柄・丸正・ハマダＪＶ

付 属 棟 建 築：㈱坪田工務店

電 気 設 備：白菱・ダイトウＪＶ

受変電・自家発電設備：㈱陵南

昇 降 機 設 備：東芝エレベータ㈱

太陽光発電設備：㈱横山電気

空 気 調 和 設 備：長村・和田ＪＶ

衛 生 設 備：㈱水明堂

ガ ス 設 備：大阪ガス㈱
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■ 事業の目的及び背景

　「海外移住と文化の交流センター」は、1928（昭

和３）年に「国立移民収容所（後の神戸移住セン

ター）」として建設され、ブラジルなどの中南米諸

国へ25万人の移住者を送り出した施設です。海外移

住者はここで出国手続きや健康診断などを行うとと

もに、語学や移住先の国に関する講習を受けて新天

地へと旅立って行きました。

　1971（昭和46）年に移住センターとしての役目を

終え、その後は看護学校や、震災後は神戸海洋気象

台の一部として使われました。

　1999（平成11）年からは芸術活動の拠点として活

用され、2002 （平成14） 年には神戸移住資料室を開

設、2003（平成15）年からは在日ブラジル人の生活

支援の場ともなりました。

　この間、ブラジルの日系人団体から、国内で唯一

現存する移住関連施設となった旧神戸移住センター

を永久保存してほしいとの要望が出されました。そ

こで神戸市では、国内外からのご協力を得ながら、

移住関係者にとっての“心の故郷”であるセンター

を、海外移住の歴史と意義を後世に継承するととも

に、多文化共生の拠点施設としての再整備すること

を決定しました。

　ブラジル移住100周年記念の年である2008（平成

20）年４月28日、神戸市長によって保存・再整備工

事の着工宣言が行われ、2009（平成21）年６月３日

に「神戸市立海外移住と文化の交流センター」とし

て新たに開館しました。

　新しいセンターは、三つの広場（機能）を備え、

過去・現在・未来にわたる人びとの交流の場とし

て、広く市民や来館者に開かれた施設となっていま

す。

■ 施設の機能

①�　希望と未知への船出の広場（移住ミュージアム

機能）

　海外移住の歴史・意義を広く一般に伝えるととも

に、次代に継承するために必要となる、神戸に関連

する海外移住資料の展示・関連情報の発信機能

②　多文化との共生の広場（在住外国人支援機能）

　増加する南米系日系人を中心とした在住外国人の

支援、市民との相互理解・共生を促進する機能

③　芸術を生かした創生の広場（国際芸術交流機能）

　これまでの施設利用形態をふまえた、地域と連携

する芸術交流機能とともに、移住ミュージアム、在

住外国人支援の機能と連携し、多文化共生、地域活

性化を具現化する機能

■ 建物概要

構造・規模：ＲＣ造　地下１階地上５階

所 在 地：中央区山本通３丁目120番１号、

　　　　　　　56号

敷 地 面 積：3,278.934㎡

建 築 面 積：1,296.28㎡

延 べ 面 積：3,726.77㎡

工 事 期 間：Ｈ20. ５. １～Ｈ21. ６. １

工 事 費：512百万円

　　　　　　　（下記各工事の合計）

建 築 工 事：334,740,000円

電気設備工事：95,921,700円

機械設備工事：66,087,000円

ガス設備工事：3,858,750円

昇降機設備：11,970,000円

神戸市立『海外移住と文化の交流センター』の設備概要

� 神戸市都市計画総局建築技術部設備課

21



■ 特徴

①　天井レス建物への対応

　既存建物に天井がなく、また、階高が低いため、

ほぼ全ての機器・配管が露出となります。

　このため、機器の選定や配線・配管の施工に際し

て、見えがかりを考慮した仕様としています。

　・照明器具……�ケーブルラック埋込みダウンライ

ト、段違いラック＋薄型照明器具

　・冷媒配管……鋼板製ラッキング仕上げ

　・ドレン管……�空調用結露防止層付硬質塩化ビニ

ル管

　・ダクト………鋼板製ラッキング仕上げ

②　だれもが使いやすい建物への対応

　施設の持つ機能から、多様な利用者を対象とする

必要がありました。

　このため、ＥＶ棟を増築し移動の円滑化を、また、

１階には多目的トイレを設置しオストメイト対応を

おこなうなど、だれもが使いやすい建物を目指して

います。

付近見取り図図１

■ 電気設備計画

①　受変電設備

　架空線引き込み　6.6kV　１回線

　屋外キュービクル受電

　設備容量：単相変圧器75kVA×２台（油入式）

　　　　　　三相変圧器75kVA×１台（油入式）

　　　　　　�進相コンデンサー30var×１台（油入

式）

　　　　　　直列リアクトル

②　幹線動力設備

　屋外キュービクルから各所の電灯盤・動力盤への

幹線工事及び盤以降の配線設備工事

　屋外～建物：地下埋設

　建物内縦幹線：配管ダクト

　各階横幹線：ケーブルラック

　※�既存建物の改修で天井までの高さが低くかつ展

示場等の意匠性・展示物の変更に対応するた

め、幹線はケーブルラック方式としました。ま

た、中央階段部の高さを確保するため、左右幹

線方式としました。

③　電灯・コンセント設備

　基本照明：�高効率蛍光灯（Ｈｆインバータ）（薄

型照明器具及びダウンライト）

　　　　　　メタルハライド照明器具

　　　　　　ハロゲン照明（１・２階展示場）

　照明制御：リモコン制御

　※�照明器具については、既存建物の階高や展示場

等の意匠上の制約に対応するため、次のとおり

器具を使い分けています。

　　　一般事務室：薄型照明器具

　　　一般通路部：段違いラック間に薄型照明器具

　　　展　示　場：間接照明器具

　　　　　　　　　ダウンライト

　　　　　　　　　ハロゲン照明器具

　　　展示通路部：�ケーブルラック埋込みダウンラ

イト（漏れ明かりを利用した間

接照明）

　※�地球環境への配慮として、配線材料には、エコ
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ケーブルを採用しています。また、Hf インバー

タ器具を採用するとともに、人感センサにより、

調光制御（避難通路照明）及びＯＮ／ＯＦＦ制

御（便所）を行なうなど、省エネルギー化にも

取り組んでいます。

　※�メンテナンス性を考慮し、使用電球の種類を少

なく抑えるとともに、蛍光灯・メタルハライド

ランプ・無電極電球使用等によりロングライフ

化も図っています。

④　放送設備

　館内放送設備一式

⑤　電話設備

　基本は展示場・主要事務室については配管配線

⑥　情報設備

　各階幹線用竪配管

　通路ラック～事務室間配管

⑦　テレビ共聴設備

　地上波デジタル対応・ＢＳＣＳ対応

　各事務室のみ実装・ＣＡＴＶも対応配管施工

⑧　トイレ呼び出し設備

　多目的トイレ（だれでもトイレ）及び、各階トイ

レに押しボタンを設置

　警報表示盤：１階管理員室に設置

⑨ＩＴＶ・インターホン設備

　屋外付属駐車場用ＩＴＶ×２台

　モニタテレビ管理員室内１台

　インターホン本館２台・駐車場用１台

　ＥＶ用インターホン１台

⑩　駐車場設備

　２ゲート料金後払い方式

　一括チェーンゲート１式

■ 機械設備計画

①　給水設備

　既設引込み（100φ）を50φに改修

　直結直圧方式にて各階各部へ給水

②　排水設備

　建物内汚水・雑排水　合流方式

③　給湯設備

　ガス瞬間湯沸し器による局所給湯方式

④　衛生器具設備

　大　 便　 器：小水量便器の採用

　　　　　　　　（大６Ｌ・小５Ｌ）

　小　 便 　器：自動フラッシュの採用

　多目的トイレ：オストメイト対応器具

　※天井レスのため、壁排水器具を採用。

⑤　消火設備

　屋内消火栓設備

　易操作性1号消火栓設置

　１階消火ポンプ室にポンプユニット設置

　消火水槽新設（建築工事）

　※�消火栓および消火ポンプは設置後年数が短いた

め、既設機器を再利用しました。

　※�消火水槽は設置スペースを考慮し、空調室外機

置場下部に設置しました。

⑥　空調設備

　ガス及び電気式ヒートポンプエアコンの設置

　一　　般：ＧＨＰマルチタイプ

　管理諸室：ＥＨＰ

　※�利用形態・主体が多種にわたるため、料金按分

機能付き集中管理コントローラーを設置しまし

た。

　※�屋内露出部の冷媒配管は見えがかりを考慮し、

ラッキング施工。また、ドレン配管は、空調用

結露防止層付硬質塩化ビニル管を採用していま

す。
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⑦　換気設備

　１階・５階：全熱交換器を設置（１種換気）

　一 般 居 室：�24時間換気用パイプファンを設置

（３種換気）

　※�屋内露出部のダクトは見えがかりを考慮し、

ラッキング施工。

⑧　ガス設備

　大阪ガス本管150φより100φで引込み

　一般系・空調系メーター設置

■ 昇降機設備計画

①　昇降機設備

　マシンルームレスＥＬＶ

　５停止　750㎏11人乗

　速度60ｍ／分・インバータ制御方式

　昇降行程16ｍ・２枚戸開き・遮煙ドア

　身体障害者仕様（車椅子・視覚障害者）

　管制運転（停電・火災・地震P波）

　かご内監視カメラ付

　モニター・インターホン（管理員室）

建物外観写真１

配置図・平面図図２

建物エントランス写真２

中央階段より写真３
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多目的（だれでも）トイレ（オストメイト対応）写真４

配線ラック埋込みダウンライト写真５

段違いラック＋薄型照明器具写真６

テレビ共聴設備（地上デジタル対応）写真７

外灯・防犯カメラ設備写真８

男子トイレ（壁排水対応）写真９
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屋内消火栓設備（既設再利用）写真10

露出冷媒配管（鋼板製ラッキング）写真11

室外機置場（下部に消火水槽）写真12

露出ダクト（鋼板製ラッキング）写真13

昇降機設備11人乗り
（身体障害者仕様（車椅子・視覚障害者））

写真14
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■ 建物案内図

■ 施工体制

発　　注　　者：神戸市国際文化観光局国際推進室国際交流課

設　　　　　計：株式会社　浦辺設計　／　神戸市都市計画総局建築技術部　建築課　設備課

工　事　監　理：神戸市都市計画総局建築技術部　建築課　設備課

施　工　会　社：建築工事　　　関西建設工業株式会社

　　　　　　　　電気設備　　　株式会社　明和工務店

　　　　　　　　機械設備　　　株式会社　ダイユウ設備

　　　　　　　　昇降機設備　　フジテック株式会社

　　　　　　　　ガス設備　　　大阪ガス株式会社
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はじめに

　京都議定書における温室効果ガスの排出削減の第

１約束期間が2008年度よりスタートした。世界規模

でその取組みが行われている中、日本は CO２排出

量が2007年度時点で基準年（1990年度）比8.7％増

と悪化傾向にある。わが国は2012年までに CO２排

出量を基準年比▲６％を実現せねばならず、電力需

要の20～30％を占めると言われる照明用途での電力

消費量削減やランプ廃材削減による地球環境保護は

喫緊の課題である。このような状況下、政府はエネ

ルギー消費効率の悪い「白熱電球」の製造・販売中

止の表明（2008／４）や、省エネ法の改正（2008／

５公布）等、その実現に向けた施策を講じるととも

に、現鳩山政権は2009／９に「2020年までに1990年

比で25％の排出量削減を目指す」と表明。ここ数年

飛躍的にチップ・パッケージの高効率化と低コスト

化が進んでいる白色ＬＥＤは、その実現に向けたの

キーアイテムのひとつとして脚光を浴びている。

１．ＬＥＤ光源のスペック進化から見た 

　　ＬＥＤ照明の現状と可能性

１．１　ＬＥＤ光源採用の判断材料

　照明用途で使用されるＬＥＤ光源は主に白色系と

電球色系の２つのタイプに大別され、それぞれに発

光効率重視の高効率タイプと、出力は多少犠牲にし

て演色性を重視する高演色タイプがある。

　これら４タイプのＬＥＤ光源の既存光源に対する

優位性を判断する材料として、光源効率（lm／Ｗ）

と 光源コスト（円／lm）が挙げられる。

１．２　ＬＥＤ光源効率

　現在、４タイプのＬＥＤ光源は、いずれも白熱電

球・ローボルトハロゲン 及び 誘導灯に使用される

冷陰極ランプの効率を上回っている状況である。

　一方、蛍光ランプとＬＥＤ光源の現状比較は下記

の通りである。

　①　�白色系高効率：コンパクト蛍光ランプ

（FHT24Ｗ：75 lm／Ｗ）を上回り、直管（Hf32

４ 技 術 報 告

「ＬＥＤ照明」その光源のスペック進化と　

　　　　　　　　　　　普及に向けた課題

� 三菱電機照明株式会社　　　　　　　　　　　

� 生産本部ＬＥＤ事業推進室ＬＥＤ企画グループ

� グループマネージャー　山内　崇弘　　　　　

出典：JLEDS Technical Report Vol2　（ＬＥＤ照明推進協議会）（http://www.led.or.jp/）
　※　Cool White（高効率型）＝白色系高効率、Cool White（高演色型）＝白色系高演色
　　　Warm White ＝電球色系高効

ＬＥＤ光源 発光効率予測ロードマップ図１．２－１
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Ｗ：110 lm／Ｗ）」に迫る状況。

　②　�白色系高演色・電球色系高効率：コンパクト

蛍光ランプ（FHT24W：75 lm／Ｗ）」を上

回る状況。

　ＬＥＤ光源の発光効率は既存光源で高効率の蛍光

ランプのレベルまで置換可能な状況に迫りつつある。

　また、ＬＥＤ光源メーカーからは100 lm／Ｗ超の

高効率パッケージ量産化が活発に広報されつつある。

　但し、上記比較はＬＥＤパッケージレベルの話で

ある。ＬＥＤ照明器具の効率は、電源回路や器具内

温度の影響を受ける為、ＬＥＤパッケージ単体の発

光効率よりも低下する。これについては後述の課題

で触れる。

　また、照明器具へのＬＥＤ光源採用は光源コスト

も併せた判断が必要である。

１．３　ＬＥＤ光源コスト

　ＬＥＤ光源の１lm あたりの単価は大幅に低コス

ト化しているものの、依然として白熱電球や蛍光ラ

ンプと比べて高い状況にある。（図２．３－１）

　光源コストは器具のイニシャルコスト増に直結す

るため、照明器具への本格展開を促進していくには

ＬＥＤ光源の高効率化と併せて更なる低コスト化が

必要である。

出典：JLEDS Technical Report Vol2　（ＬＥＤ照明推進協議会）（http://www.led.or.jp/）
　※　市場規模にはLED光源単体も含まれる

国内におけるＬＥＤ照明タイプ別拡大予測図１．４－１

白熱電球                                              
40W

ローボルトハロゲン 冷陰極管 蛍光ランプ

35W 55W 2W 3W FHT24W Hf32W

発光効率（ｌｍ /W） 13.5 13.9 19.6 32.5 45.0 75.0 110.0

既存光源 発光効率図１．２－２

2003年 2008年

白熱灯
蛍光灯

（電球形）
LED 白熱灯

蛍光灯
（電球形）

LED

円／lm 0.2～0.3 1.4～2.0 30～60 円／lm 0.2～0.3 1～2 3.5～10.5

三菱電機照明調べ

光束単価比較図１．３－１

１．４　ＬＥＤ照明器具のタイプ別拡大

　上述の効率アップ、コスト低減により、「表示・

サイン灯」から省エネ性を確保しつつ大光量・高演

色性が求められる「店舗・オフィス用途照明」へと

適用範囲は広がりつつあり、そのスピードは加速し

ている。
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２．ＬＥＤ照明器具普及促進に向けた課題

２．１　器具総合効率の向上

　ＬＥＤ光源を器具に搭載し際、器具駆動電源はＡ

Ｃを使用するのが一般的だが、ＡＣ→ＤＣ変換時に

電源回路による効率ダウンが生じる。また、適正配

光を得るためにレンズ等の光学系部材に光を通すこ

とによる効率ダウンも生じる。更に、器具内にＬＥ

Ｄ光源を組み込んだ際、光源周囲温度が上昇するこ

とにより効率が低下し、大電流を通して器具を高出

力化することによっても効率低下が生じる。これら

の発光効率低下要素を加味すると、ＬＥＤ照明器具

は、本来ＬＥＤ光源が持つ発光効率の50～60％程度

しか発揮できない。仮に100 lm／ＷのＬＥＤ光源を

採用しても、器具総合効率は50～60 lm／Ｗ程度で

しかないということである。

　現在、各照明メーカーは器具としての総合効率向

上を図るため、これら損失要素を最小限に抑えるべ

く努力を重ねている状況にあり、ＬＥＤ光源ポテン

シャルの80％超を活かせる製品（80 lm／Ｗ超）も

市場投入されつつある。

　但し、光源の発光効率以上の高効率化は望めず、

ＬＥＤ光源の更なる高効率化は必須条件となる。

特に電球色系高演色タイプのＬＥＤ光源について

は、光の質（演色性）を重視する店舗・商業施設分

野でＬＥＤ器具を普及拡大していく為に光源の高効

率化による総合効率向上が喫緊の課題である。

２．２　ＬＥＤ光源の「色バラツキ」

　ＬＥＤ光源は製造時の「色（色度）バラツキ」の

範囲が広く、光の質を求められる演出系照明器具に

使用する際には注意が必要である。選択肢のひとつ

として、色度範囲を指定して採用・搭載することも

考えられるが、これはコストアップ、つまり次項に

挙げる器具価格の上昇に繋がる。

２．３　ＬＥＤ照明器具価格

　市場でＬＥＤ照明器具の普及を促進するに欠かせ

ない要素として器具価格が挙げられる。

　現状、従来光源搭載器具とは数倍の価格差がある。

価格差の発生要因はＬＥＤ光源価格由来だけでな

く、駆動電源、適正配光を得るためのレンズ、ＬＥ

Ｄ光源から発する熱を逃がすためのヒートシンクと

いった他の構成部材が必要となる点にある。ＬＥＤ

光源価格の更なる低減に加え、他の構成部材の低価

格・高品質素材の追及から設計・製造に至るトータ

ルでのコスト削減を図り、より市場が採用に踏み切

り易い価格にしていくことが器具メーカーとしての

今後の課題である。

　一方、提案・販売サイドは初期投資額だけでの商

談ではＬＥＤ照明を受注に結びつけることはなかな

か難しく、初期投資をランニングコストで回収する

ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）視点での提案活動

が重要かつ必須となってくる。照明メーカー、提案・

販売サイドとも、ランニングコストの差異が環境保

護に繋がることをユーザーに啓蒙していくことが課

題である。

08年製品
白熱電球
60W相当

09年製品
コンパクト蛍光灯
FHT32W相当

光源発光効率（lm／W） 70.2　 101.0

器具効率（％） 80.6 82.1

器具総合効率（lm／Ｗ） 56.6 82.9

ＬＥＤ照明器具総合効率（三菱電機照明製ダウンライト 白色系高効率タイプでの一例）図２．１－１
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２．４　直管蛍光ランプ形ＬＥＤの台頭

　昨今、既設照明器具にランプ交換感覚で取付け可

能な直管蛍光ランプ形ＬＥＤが市場に出回り始めて

いる。

　米国エネルギー省はこの種のランプの性能評価を

実施し、これらのランプは蛍光ランプに比べてまだ

性能が低く、蛍光ランプ代替としては不十分と評価

している。日本でも（社）日本電球工業会が性能と

安全性についての評価を行い、2009／７に当該ラン

プ（40形直管蛍光ランプと同じサイズの直管ランプ

形ＬＥＤ）７機種の下記項目に関する性能、及び安

全性の調査結果を公表した。

　調査結果は、「今回試験した製品は、現段階では

性能面、安全面とも“蛍光ランプの代替品としては

未成熟である”」（注１）とのことである。

　※注１：�公表原文のまま。出典：ＬＥＤ照明の正

しい普及促進のために－ 課題と対応 －

（2009. ７.24　（社）日本電球工業会）

２．５　ＬＥＤ関連規格の整備

　ＬＥＤは発光原理が既存光源とは全く異る為、既

存光源や照明器具の評価と整合が可能なＬＥＤ独自

の測定方法・安全基準・性能要求事項の整備が課題

となっている。現在の規格整備状況は図2.5-1の通

りである。

　このような規格制定を進めている一方、ＬＥＤ光

源とＬＥＤ照明器具はごく一部（注2）を除いて電

気用品安全法の適用対象外であり、市場流通製品の

安全性にバラつきが生じている要因の一つにもなっ

ている。

　安全かつ安心できる製品の持続的投入がＬＥＤ市

場を発展させることにつながるため、一刻も早い対

象品目化が今後の課題である。

　※注２：ＬＥＤを使用した下記製品は対象となる

　　　　　�①電気スタンド、②ハンドランプ、③庭

園灯器具、④広告灯、⑤装飾用電灯器具

種別 規格番号 規格名 制定 備考

測定 ＬＥＤ JISC8152
照明用白色発光ダイオード
（ＬＥＤ）の測定方法

2007.7.20制定
４団体規格
（04.11.12制定）
06.3.22改定→ JIS 化

安全

ＬＥＤモジュール JISC8154
一般照明用ＬＥＤモジュー
ル－安全仕様

2009.3.20制定

ＬＥＤ電源 JISC Ｃ8147-2-13

ランプ制御装置　第２－13
部：直流又は交流電源用Ｌ
ＥＤモジュール用制御装置
の個別要求事項

2008.10.20制定

発光の安全
TSC0038
（CIE  S009／E  2002）

ランプ及びランプシステム
の光生物学的安全性

2004.11.20公表

性能

ＬＥＤ器具 JIL5006
照明用白色ＬＥＤ性能要求
事項

2008.1.11制定

ＬＥＤモジュール

TSC8153
照明用白色ＬＥＤ装置性能
要求事項

2007.7.20公表
有効期限
 2010.7.19

JISC××××
一般照明用ＬＥＤモジュー
ル－性能仕様

2010制定予定
原案作成中
（この JIS 規格が
TSC8153に置き換わる）

ＬＥＤ電源 JISC8153
ＬＥＤモジュール用制御装
置－性能要求事項

2009.3.20制定

ＬＥＤ関連規格等一覧図２．５－１
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５ 会 議

第53回 通常総会・懇親会

　平成21年６月12日（金）神戸市中央区の生田神社

会館で第53回通常総会を開催し、平成20年度事業報

告及び収支決算が満場一致で承認されました。

　通常総会は、午後３時30分生田神社会館３階菊に

おいて122社（委任状提出62社を含む。）の出席のも

と田中理事（総務副委員長）の司会により開会しま

した。

　建設業関係殉職者・当協会関係物故者に対して黙

祷を捧げた後、藤井会長が開会の挨拶を行いました。

　議長選出、総会成立宣言、議事録署名人選出に続

いて議事に入りました。第１号議案「平成20年度事

業報告に関する件」及び第２号議案「平成20年度収

支決算に関する件」が一括上程され、指名を受けた

平井副会長及び大川常任理事（総務委員長）から議

案説明の後、丸尾監事から監査報告があり、両議案

とも異議なく可決承認されました。

　続いて山口電気工事㈱の山口氏から提案のあった

７月５日の兵庫県知事選挙における井戸敏三知事の

推薦決議を可決しました。

　最後に西村副会長が審議協力に対する謝意を述

べ、総会は終了しました。

　総会終了後、新入の９会員の紹介が行われました。

藤井会長挨拶（要旨）

　本総会は当初５月開催でご案内したが、井戸知事

が全国知事会に出席されるということがわかり、今

年は知事選挙もあるので、知事がお見えになる日が

よかろうということで、皆様にご理解をいただき本

日となった。

　景気の関係もあって、業界を取り巻く情勢は厳し

く、協会会員から「施主から着工延期を言ってきて

いるが、材料も手当してしまっている。商法上損害

金を取れないだろうか。」といった質問が持ち込ま

れる。景気が悪くなっている表れだと思う。

　建築関係の予算は、県市合わせて2.5割～３割程

度まで落ち込んでおり、今年は景気対策が予定され

ているものの、大変な苦戦を強いられている。我々

専門建築業者も仕事の分量は減ってきており、競争

の激化が価格低下に繋がるなど厳しい現状を迎えて

いる。しかしながら、市場は底を打ち、今後は踊り

場から階段を上がっていくとの観測もあり、元に戻

るには時間もかかるが、回復基調だということは間

違いないと思われる。会員各社は、このような時代

の中で、生き残り、儲けなければならない。アイディ

ア、努力でこの難局を乗り切っていただきたい。

　一方、大手会員が40社ほど退会し、会費収入が半

分以上落ち込んだため財政面で厳しい状況に陥った
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が、立て直しに努力しているところである。会員が

20～30社増加すれば驚くことはないので、理事会の

中でも１理事１社ずつ勧誘して欲しいとお願いして

いるが、会員の皆さんも何とか１～２社声をかけて

いただきたい。数は力である。

　また、いろいろな情報や意見を協会又は地区担当

理事に伝えていただき、協会が力強く前進できるよ

う我々も努力するので、よろしくお願いしたい。

　更に、この夏知事選挙があるが、県の体制を任せ

られるのは井戸さんだと思うので、この後の推薦決

議には、盛大なる拍手でご承認いただきたい。

　引き続き、午後５時から同会館４階富士に場所を

変え、兵庫県知事　井戸敏三氏、同副知事　五百蔵

俊彦氏をはじめ兵庫県・神戸市幹部、関係団体代表

等のご来賓をお迎えし、約130名が参加して懇親会

が盛大に催されました。

　開宴に先立ち、今春黄綬褒章を受章した河野賢三

副会長及び平成21年度兵庫県功労者表彰を受けた平

井伸幸副会長に藤井会長から協会祝い金が手渡さ

れ、祝意を表しました。

　懇親会は、藤井会長の挨拶、井戸知事の祝辞と続

き、藤井会長から井戸知事に今夏の知事選挙に対す

る当協会からの推薦書を手交しました。来賓紹介、

祝電・メッセージ披露と続き、川端相談役の発声に

よる乾杯で、和やかな懇親パーティーに入り、出席

者の交流を図りました。

懇親会での交流

[ 第52回通常総会の概要 ]

　１　開催日時　�平成21年１月21日（水）15時30分

～16時20分

　２　開催場所　生田神社会館３階菊

　３　出席会員　97社（委任状46社を含む。）

　４　議　　事

　　①　平成20年度収支補正予算に関する件

　　②　平成21年度事業計画に関する件

　　③　平成21年度収支予算に関する件

　　　（全て原案可決）

　５　そ の 他　�総会終了後、永年勤続優良従業員

表彰及び賛助会員の紹介、兵庫県

知事ほか来賓を迎えて新年名刺交

換会を開催

藤井会長挨拶 井戸知事祝辞 推薦書手交
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理　　　事　　　会

　当協会では、この１年間に次のとおり９回理事会を開催し、業務の執行について審議し、決定しました。

平成20年度第７回理事会

１　日　　時　　平成21年２月７日（土）

２　開催場所　　井づづや会議室

３　協議事項

　①　正会員の入・退会について

　②　平成20年度第２回地区懇談会の開催について

　③　第53回通常総会・懇親会の日程について

　④�　１級学科電気工事施工管理技術検定受験対策

講習会の開催について

平成20年度第８回理事会

１　日　　時　　平成21年３月４日（水）

２　開催場所　　協会事務局

３　協議事項

　①　正会員の入会について

　②�　１級学科電気工事施工管理技術検定受験対策

講習会の実施について

　③　建設業と地域の元気回復事業について

　④�　社団法人日本電設工業協会の平成22年度税制

改正要望について

　⑤�　㈶暴力団追放兵庫県民センターからの要請に

ついて

　⑥�　帝国データバンクのデータベース登録につい

て

　⑦�　平成21年度県管理河川等公共施設愛護活動の

実施について

平成21年度第１回理事会

１　日　　時　　平成21年４月16日（木）

２　開催場所　　協会事務局

３　協議事項

　①　正会員の入・退会について

　②　年会費の納入依頼について

　③　平成21年度事業実施計画について

　④　第53回通常総会及び懇親会の開催について

　⑤　建設業と地域の元気回復事業について

　⑥　電子認証に係る会員への推薦について

　⑦　収支バランス対策について

　⑧　慶弔等に関する内規の改正について

平成21年度第２回理事会

１　日　　時　　平成21年６月９日（火）

２　開催場所　　協会事務局

３　協議事項

　①　正会員の入会について

　②　相談役の辞任について

　③　第53回通常総会及び懇親会の開催について

　④�　安全衛生推進大会及び安全衛生優良工事表彰

について

　⑤　技術講習会の開催について

　⑥　施設見学会の開催について

　⑦�　１級実地電気工事施工管理技術検定受験対策

講習会の開催について

　⑧　経営講演会の開催について

　⑨　建設業と地域の元気回復事業について

　⑩　建設技能者確保・育成モデル事業について

　⑪　インターンシップの受け入れについて

　⑫�　高校生ものづくりコンテスト電気工事部門兵

庫県大会特別審査員の派遣について
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　⑬�　エコアクション２１・関係企業グリーン化プ

ログラムについて

　⑭　分離発注の陳情活動について

　⑮�　総合評価方式に関するアンケート調査につい

て

　⑯�　自民党県連の平成21年度政府・兵庫県・神戸

市予算編成に対する最重点要望について

　⑰　事務所移転問題について

　⑱　知事選挙対応について

平成21年度第３回理事会

１　日　　時　　平成21年７月14日（火）

２　開催場所　　協会事務局

３　協議事項

　①　正会員の入会について

　②　県との行政懇談会の開催について

　③　会報№29（2010．１）の発行について

　④　インターンシップの受け入れについて

　⑤�　近畿６電業協会災害時相互応援協定素案につ

いて

平成21年度第４回理事会

１　日　　時　　平成21年９月15日（火）

２　開催場所　　協会事務局

３　協議事項

　①　正会員の入会について

　②　会報№29（2010．１）の発行について

　③　永年勤続優良従業員表彰について

　④　公益法人制度改革推進方針について

　⑤�　経費削減対策及び平成22年度予算編成につい

て

　⑥　近畿６電業協会災害時相互応援協定について

　⑦　施設見学会の開催について

　⑧�　省エネ製品等普及促進に関する協定締結につ

いて

　⑨�　太陽光発電に関する技術講習会の開催につい

て

　⑩　専門工事コスモスについて

　⑪�　「コウノトリ翔る但馬まるごと感動市」への

参加について

平成21年度第５回理事会

１　日　　時　　平成20年10月19日（月）

２　開催場所　　協会事務局

３　協議事項

　①　正会員の入会及び賛助会員の退会について

　②　会報№29（2010．１）の広告協賛金について

　③�　近畿６電業協会「災害時の相互応援協に関す

る協定」締結式について

　④　台風９号の義援金について

　⑤�　太陽光発電に関する技術講習会の開催につい

て

　⑥�　県と他団体との防災協定の締結等に伴う入札

制度の改善要望について

　⑦�　「ふれあいの祭典・コウノトリ翔る但馬まる

ごと感動市」への参加について

　⑧　表彰規程の改正について

平成21年度第６回理事会

１　日　　時　　平成21年11月16日（月）

２　開催場所　　協会事務局

３　協議事項

　①　副会長の辞任届の提出について

　②　永年勤続優良従業員表彰について

　③　役員選任に係る内規の改正について

　④　政治資金パーティーについて

　⑤�　県と他団体との防災協定の締結等に伴う入札

制度の改善要望について

　⑥　主要行事予定及び日程調整について

平成21年度第７回理事会

１　日　　時　　平成21年12月８日（火）

２　開催場所　　協会事務局

３　協議事項

　①　賛助会員の退会について

　②　平成21年度補正予算について

　③　平成22年度事業計画及び収支予算案について

　④�　第54回通常総会及び平成22年新年名刺交換会

の開催について

　⑤　暴力団追放対策講習会の開催について

　⑥�　主要行事予定及び日程調整について
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委　　　員　　　会

１　総務委員会

　総務委員会は、委員長以下10名の委員で組織され、

この１年間に７回の委員会を開催し、総会・理事会

の開催計画、会員の入・退会、事業計画の策定、行

政懇談会・地区懇談会の開催、永年勤続優良従業員

表彰の実施、会報の作成などについて計画案を策定

するとともに、理事会で決定したこれら事業を執行

しました。

２　技術・安全委員会

　技術・安全委員会は、委員長以下９名の委員で組

織され、この１年間に４回の委員会を開催し、技術

講習会・施設見学会・１級施工管理技術検定受験対

策講習会・安全衛生推進大会の開催、安全衛生優良

工事表彰、災害対策等緊急体制の整備、こども

１１０番の車パトロール事業、暴力団追放活動講習

会などについて計画案を策定するとともに、理事会

で決定したこれら事業を執行しました。

３　経営委員会

　経営委員会は、委員長以下９名の委員で組織され、

この１年間に４回の委員会を開催し、インターン

シップの受入、高校生ものづくりコンテストへ特別

審査委員の派遣等将来の電気技術者の養成、県管理

河川等公共施設愛護活動の実施、経営講演会＆兵庫

県工事検査結果講習会、エコアクション２１関係企

業グリーン化プログラムなどについて計画案を策定

するとともに、理事会で決定したこれら事業を執行

しました。

４　公益法人制度改革特別委員会

　公益法人制度改革特別委員会は、副会長を含めた

10名の委員で組織され、公益法人制度改革に対応す

ることにしていますが、現在、内容が専門的で多岐

にわたることもあって、論点を整理するため実務作

業を行うプロジェクトチームで検討しています。
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　平成21年７月31日、社団法人兵庫県空調衛生工業

協会と合同で兵庫県との恒例の行政懇談会が開催さ

れました。県側からは県土整備部の竹本県土企画局

長、川端住宅建築局長の両局長を始め、前田設備課

長、奥野契約管理課長など担当職員が、当協会から

は藤井会長を始め、副会長、専務理事、常任理事が

出席しました。

　竹本局長の挨拶に引き続き、両協会長からそれぞ

れ、協会を取り巻く課題や取り組み状況について報

告を行うとともに、前田設備課長から本年度の事業

概要について説明があり、相互理解を深めました。

　また、両協会から、７項目にわたる要望や質問が

出され、これに対して県の考え方が示されました。

行政懇談会の開催状況については次のとおりです。

日　時　　平成21年７月31日（金）

　　　　　13時30分～15時20分

場　所　　ラッセホール　５階　ハイビスカス

出席者　　兵庫県県土整備部

　　　　　　県土企画局長� 竹　本　明　正

　　　　　　住宅建築局長� 川　端　宏　幸

　　　　　　県土企画局契約管理課長

� 奥　野　　　豊

　　　　　　　契約管理副課長� 森　川　敏　嗣

　　　　　　　契約管理課入札制度係長

� 堀　内　秀　樹

　　　　　　　総務課建設業室長� 田　中　芳　和

　　　　　　　　課長補佐兼建設業係長

� 丸　山　一　徳

　　　　　　住宅建築局設備課長� 前　田　友　樹

６ 事 業 報 告 （総務委員会関係）１

平成21年度兵庫県との行政懇談会

恒例の行政懇談会
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　　　　　　　設備副課長兼管理係長

� 覺　野　和　貴

　　　　　　　設備副課長（技術担当）�

� 大　川　清　嗣

　　　　　　　　主任技術専門員（電気）

� 佐　藤　公　明

　　　　　　　　主任技術専門員（機械）

� 長　尾　元　嗣

　　　　　　　　　技術専門員（電気）

� 鬼　丸　　　学

　　　　　　　　　技術専門員（機械）

� 河　邊　利　廣

　　　　　　　　　管理係主査� 清　水　正　雄

　　　　　社団法人兵庫県電業協会

　　　　　　会　　長� 藤　井　宏　明

　　　　　　副 会 長� 河　野　賢　三

　　　　　　副 会 長� 平　井　伸　幸

　　　　　　副 会 長� 西　村　善　明

　　　　　　常任理事（総務委員長）

� 大　川　康太郎

　　　　　　常任理事（技術・安全委員長）

� 山　口　節　夫

　　　　　　常任理事（経営委員長）

� 小　山　恵　生

　　　　　　常任理事（公益法人制度改革特別委員長）

� 寺　坂　睦　博

　　　　　　常任理事� 山　﨑　英　彦

　　　　　　専務理事� 植　原　利　幸

　　　　　社団法人兵庫県空調衛生工業協会

　　　　　　神田　武　会長　ほか９名

○　開会あいさつ 
　　竹本　明正　県土企画局長

　両協会の役員の皆様にはお忙しい中行政懇談会に

ご参加いただきありがとうございます。

　さて、経済雇用情勢は少し明るくなったかなとい

う風な状況もありますが、まだまだ厳しいものがご

ざいます。有効求人倍率も更に低下するなど厳しい

状況の中で、皆様方には本県経済雇用の推進という

重要な役割を担っていただいているとの認識をして

おり、私どもとしてできることはやっていこうとい

う観点で進めております。

　１つには、当初予算に加えまして、５月に臨時県

議会を開催し、全国一大規模な予算を編成いたしま

した。２点目は、投資事業量を確保した中で、でき

るだけ早く契約、発注し、工事を完成させるととも

に、皆様方の資金需要にも応えられるよう頑張って

いこうと今努力しています。併せまして、可能なも

のは分離、分割発注の形で進めることしています。

３点目は、入札契約制度おいて、技術・社会貢献評

価制度を本年７月から県政に貢献いただいている方

に手厚い措置をするという観点で、更に充実させた

り、また、最低制限価格の引上げもさせていただい

ております。

　本日は忌憚のないご意見をお聞かせいただき、私

どもがどこまでお話できるかということもあります

が、有意義な場となりますよう期待しています。

竹本局長挨拶

藤井会長説明
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○　主要事業説明

⑴�　社団法人兵庫県電業協会の事業方針について、

藤井会長から説明を行いました。（内容省略）

⑵�　社団法人兵庫県空調衛生工業協会の事業方針に

ついて、神田会長から説明を行いました。（内容

省略）

⑶�　兵庫県県土整備部住宅建築局設備課事業内容に

関して、前田設備課長から「環境に配慮した施設

づくり」、「人にやさしい施設づくり」、「災害から

暮らしを守る施設づくり」の３つの基本方針、前

年度に完成した県立龍野北高校・県立姫路西高校

の設備概要及び平成21年度発注見通し工事一覧に

ついて説明が行われました。

○　懇談会議題（意見交換）

１　建設関係公共事業予算の確保について

⑴　経済雇用対策としての建設関係公共事業の拡大

　百年に一度と称される世界的な不況により、官公

庁をはじめ民間の設備投資は過去に経験したことの

ないような落ち込みを見せております。

　こうした中、県におかれては、国の第１次補正予

算に関連する補正予算を編成し、経済雇用対策を講

じていただいておりますこと心強く感謝申し上げま

す。

　しかしながら、この世界規模の不況から脱却し、

兵庫の経済をＶ字型回復軌道に乗せることにより、

県民の雇用や生活不安を払拭させるためには、継続

的な社会資本整備を進めることが、最も効果的な経

済対策であると考えられ、多くの県民が期待してい

るところであります。

　つきましては、議決された予算につきましては早

期発注いただきますとともに、県の財政状況は非常

に厳しいことは承知していますが、地域の安全と安

心の社会づくりのため再度の補正予算、更には平成

２２年度予算において、建設関係公共事業の拡大を

図られようお願いします。

回　答

　このたびの５月補正については、国の補正予算に

よる「地域活性化・経済危機対策臨時交付金」を活

用し、高校校舎をはじめとする県有施設の耐震化の

推進、社会教育・文化施設の改修、県有施設の省エ

ネ化改修事業、太陽光発電導入事業などの措置が行

われました。

　設備課としては、当初予算と併せ、切れ目のない

発注を目指し、早期設計、早期発注に努めていると

ころです。

　22年度予算につきましては、施設を有する原課が

予算要求するところでありますが、設備課といたし

ましては、新行革プランの推進と、「つくる」から「つ

かう」の視点を基本に、有利な財源の活用に努めな

がら、県民の安全・安心に向け、必要な事業を着実

に推進して参ります。

⑵　先導的公共工事予算の確保について

　新型インフルエンザの発生と蔓延は、県民生活に

大きな不安をもたらしましたが、秋から冬にかけて

再流行が心配され、設備関係について今回の対策に

加えて新たな対策を考える必要があるように思われ

ます。特に、発熱外来患者のための整備や学校施設

（保健室）などの待機場所での蔓延を防ぐ空調設備

の設置などについて、設備業の専門的技術能力やノ

ウハウを活かした施設整備が役立つものと考えてい

ます。

　新型インフルエンザの蔓延を防ぐ空調設備の設置

など特殊施設整備を先導的かつ積極的に進めていた

だき、安全・安心な県民生活が確保できるようご検

討願います。

　また、検査体制施設など特殊設備の空調工事につ

いても、危機管理として工事予算が確保されるよう

ご配意願います。

回　答

　疾病対策課の方へ照会したところ、「本年の５月

補正予算において、発熱外来対応を行っている感染

症指定医療機関等の医療体制の強化を支援するため

に、簡易陰圧装置等、発熱外来対応への整備を行っ

た医療機関に対する助成制度を新設している。また、

新型インフルエンザの検査体制の充実のため、本年

度当初予算において検査機器（リアルタイムＰＣＲ）
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を１台増設することとしています。設備の空調工事

については必要に応じ今後検討していきます。」と

の回答を得ております。

　県立高校の空調については、一部を除き、中央空

調をとらずに個別空調方法を採用しています。各教

室・保健室は換気扇等による第３種換気を行ってい

るため、空調設備を介しての新型インフルエンザの

蔓延の可能性は低いと考えられます。また新型イン

フルエンザ等の保菌疑惑のある生徒を長時間保健室

に滞留させることには問題が多々あり、早急に医療

機関等に移送を行うべきものと考えています。

２　総合評価型入札制度の導入について

　公共工事の発注において、価格のみの競争であっ

た方式から、技術能力、価格や品質を総合的に評価

し、受注者を選定する入札方式が取り入れられ始め

ています。

　国土交通省や他府県でも既に導入されております

し、兵庫県でも土木分野では導入され、兵庫県建設

業協会は講師を迎え研修会も行われたやに伺ってお

ります。

　我々建設業自身も入札価格のほかに自社の技術提

案や工事成績等で競うこととなりますが、技術提案

能力の向上、保有技術の伝承といった健全な競争参

画が可能となる方式ではないかと思われます。

　特に他府県の導入を見ると、地域貢献度として防

災協定締結の有無、地域信頼性などの加算があり、

協会員ならではの総合的評価が得られております。

本県においても、設備部門の導入について、ご検討

される予定はありませんか。

回　答

　総合評価型入札制度につきましては、土木工事を

中心に積極的に取り組んでおり、建築工事でも試験

的に取り組んでいるところです。

　設備工事においては、総合評価入札制度の試験的

導入を平成19年度に行ったところです。

　設備工事は、各種メーカーが規格に基づいて製作

した材料や機器を組み合わせて発注図面で要求され

た機能・性能を実現させる工事であります。その結

果を総括すると、材料の種別、施工方法、施工基準、

機器性能等は共通仕様書並びに発注図面で規定され

ており、技術的提案や創意工夫の余地が少なく、や

やもすると提案内容が画一化される傾向にあります。

　また、仮設工事や工事工程は、建築工事業者に委

ねられており、設備工事業者での工夫の余地は少な

いと考えております。

　一方、提案や創意工夫が採用されれば、それらを

詳細に履行確認資料として作成し、施工記録として

報告しなければならず現場では手間暇がかかり、受

注業者の負担が大きいと判断しました。

　これらのことから、設備工事でこの制度を導入す

るにあたりましては、受注業者の地域貢献度を考慮

することも含めまして、これからの課題であると考

えています。

３　技術・社会貢献評価点について

⑴　社会貢献活動の評価の底上げについて

　昨年度から電気・設備事業に係る公募型及び制限

付一般競争入札の参加要件として技術・社会貢献活

動評価点設定を導入いただき、協会活動を推進する

上で大きな励みになっています。

　しかしながら、技術・社会貢献活動評価点の内容

を見てみますと、今回の改正により、技術点に比べ

て社会貢献活動の評価点のウエートが結果的に低下

しているように思います。社会貢献活動の評価点を

相対的に底上げしていただきますようお願いします。

回　答

　県においては、建設企業の健全な発展のため、企

業の技術力と社会貢献活動を適切に評価する技術・

社会貢献評価制度を導入してきました。

　本年７月、経営事項審査点数に対する技術・社会

貢献評価点数の割合を引き上げましたが、引き上げ

にあたっては、工事成績を中心とした技術力にウ

エートを置きつつ、社会性を評価する項目をバラン

スよく盛り込み、全体を引き上げたものです。

　なお、技術・社会貢献評価点数における地域貢

献・社会性評価に関する評価の割合は40% を超えて

おり、他の都道府県に比べても高い割合を占めてい

ます。
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⑵�　参画と協働のもとに官民が一体となって取り組

む事業の評価について

　兵庫県は「参画と協働」を提唱され、官民上げて

地域社会で様々な活動を進められていますが、「参

画と協働」はいい言葉であり、これなくして行政改

革は進展しないし、官と民が一体となって一つのこ

とをやっていくことは重要であり、大きなテーマだ

と考えています。

　こうした中、「ひょうごエコフェスティバル2008」、

「コウノトリ翔る但馬まるごと感動市」、「ひょうご

安全の日のつどい」といった催しに会員企業等が参

画し、駐車場整理、チラシ配布といった業務にあた

り、催しの成功に少なからず寄与しているのではな

いかと考えています。

　しかしながら、現状ではこれらの参加者に対して

技術・社会貢献活動評価はされておりません。もと

より点数があるから社会貢献活動を行うものではあ

りませんが、評価がある方がこうした活動がより進

んでいくものと考えます。

　これらの実情をご覧察いただき、県当局主催のも

のでなくとも、参画と協働の精神のもとに行ってい

ると思われる活動に対し、技術・社会貢献活動評価

の対象にしていただけないかご検討をお願いします。

（追加）　「コウノトリ翔る但馬まるごと感動市」に

ついては、県民局から今年も要請がきているのでよ

ろしくお願いします。

回　答

　こうした県事業への積極的な協力に感謝申し上げ

ます。

　技術・社会貢献評価項目の中には「地域づくりの

ために資する重要な活動」という項目があり、一義

的に各地域を所管している県民局から報告された者

に加点を行っています。ご要望のような地域活動に

ついては、今後県民局とも相談しながら検討してい

きたいと考えています。

⑶�　低炭素社会づくりに向けた電気・設備業の行動

に対する評価について

　空調衛生工事業と環境問題を考えるとき、例えば、

ビルの運用時の消費エネルギー分布では、空調が48

パーセントを占めております。さらに現在では家庭

におけるＣＯ２削減が地球温暖化の大きな課題と

なっている状況の中で、社団法人日本空調衛生工事

業協会では、空調衛生工事業と環境問題を課題とし

て行動計画を策定しており、私たちの協会でも環境

配慮活動を進めていきたいと考えています。

　それは、我々空調衛生工事業は、地球温暖化防止

の低炭素社会づくりの重要な役割を担う専門家集団

であり、このたび平成21年６月１日、行政と一体と

なって、節電、節水、省エネ製品の普及啓発に取り

組み、社会的責任を果たすべく兵庫県知事と「省エ

ネ製品普及促進及びノンフロン化推進に関する協

定」を締結し、会員企業には「省エネ製品普及促進

及びノンフロン化推進協定締結事業所」のシールを

社内に貼付掲示して、井戸知事からの大きな期待を

受けて取り組みを始めました。

　そこで、是非、この取り組みを技術・社会貢献の

評価をいただきたいと考えており、ご検討お願いい

たします。

　一方、社団法人兵庫県電業協会においては、これ

までから省エネ実証試験を行ったり、省エネ機器・

新エネルギーに関する見学会や講習会を開催するな

ど地球温暖化と環境問題に対する取り組みを行って

きましたが、平成21年度の事業計画では「エコ対策

の推進」を新たな事業項目として位置づけ、更なる

取組みを検討し、普及発信を行うことにしておりま

す。当協会としても県行政と連携しながら進めるほ

うが効果的であると考えますのでその手法について

ご指導願います。そうした中で、低炭素社会づくり

が積極的に推進できるよう県と連携する会員企業に

対し、技術・社会貢献評価項目として位置づけてい

ただきますようお願いします。

回　答

　このたびの「省エネ製品普及促進及びノンフロン

化推進」にかんする県知事と空調衛生工業協会会長

との協定の締結については、感謝申し上げます。こ

の取組と技術・社会貢献の評価との関わりについ

て、通常の営業行為として行う以外に、どのような

活動が行われるのかなど、技術・社会貢献評価制度
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との整合性について、今後の検討課題であると考え

ております。

　県行政と連携しながら効果的にエコ対策を進める

ことに関しては、県は「エコアクション２１」、「Ｉ

ＳＯ14001」の取得を推奨しており、技術・社会貢

献として評価しているので、これの取得に努力して

いただきたいと考えます。

⑷�　神戸市の環境マネジメントシステムの認証の評

価について

　技術・社会貢献評価項目の中で、「エコアクショ

ン２１」の認証取得に対する評価をいただき、平成

20年７月から加点されるようになりましたことに感

謝いたしております。

　しかし、神戸市に事業所を置く会員の多くは、こ

のエコアクション２１の認証取得が始まる前から、

神戸市が実施しております「K.E.M.S」（Kobe 

Environmental Management System）の認証を

受け、今日まで事業所において環境に配慮した取り

組みを行ってきております。

　エコアクション２１と同様に、低炭素社会づくり

に向けた取り組みは同じであり、こうした各地域で

進められる取り組みが地球温暖化防止につながると

ことでもあり、行政区域を越えて兵庫県においても

同様の扱いとして加点していただくことはできない

でしょうか。

　社団法人兵庫県電業協会では、今年度エコアク

ション２１・関係企業グリーン化プログラムを活用

し、このプログラムに参加した会員企業が一斉に認

証登録を目指していこうという方針を立て、準備を

進めているところであります。この制度では、４回

のコンサル費用は無料になるということですが、プ

ログラム参加の全ての企業が認証取得できるようき

め細やかにご指導くださいますようよろしくお願い

します。

回　答

　エコアクション２１ではそれぞれの地域独自の環

境マネジメント認証制度との相互認証が検討されて

おり、その状況を見極め、対応を検討してまいりま

す。

⑸�　入札参加要件とする技術・社会貢献評価入札区

分の変更について

　電気・設備業の技術力や社会貢献活動をより一層

評価いただき、その健全な育成を図るため、制限付

き一般競争入札については、入札区分を現行の

５千万円以上という条件をはずし、その全てを対象

にしていただきますようお願いします。

回　答

　本来、一般競争入札は、競争性の確保のため入札

参加要件を極力設定しないことを原則とする制度で

あるが、企業の技術力や社会貢献状況を評価してそ

の健全な育成を図るという考え方の中で、電気・管

工事においては、昨年度から１億円以上の入札にお

いて技術・社会貢献評価点数を入札参加要件として

設けました。平成21年度からは、技術・社会貢献評

価点数の取得が進んでいること等を考慮し、現在の

ところ５千万円以上に拡充したところです。

４　調査基準価格等の引き上げについて

　かねてから要望をいたしておりました建設工事の

入札における最低制限価格等を本年４月から引き

上げいただきありがとうございます。

　しかしながら、この引上げと同時に、国土交通省

においては、低入札価格調査基準価格の算定式が改

定されたことにより、再び県の調査基準価格と格差

が生じています。また、同省及び総務省は低入札価

格調査基準価格の見直しなどの措置を速やかに講じ

るよう地方公共団体に要請しているとの情報も仄聞

しております。

　つきましては、早期に調査基準価格及び最低制限

価格を再度引上げくださるようお願いします。

回　答

　県においては、本年４月から、建設工事の入札に

おいて最低制限価格、低入札価格調査制度における

調査基準価格及び調査最低制限価格を引き上げたと

ころであり、また、最低制限価格の適用範囲の拡大

もしたところです。

　今回の見直しが入札・契約状況等にどのように反

映していくのか、その実績を踏まえながら、今後と
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も検討を進めていきます。

５　施工実績の弾力的な対応について

　公募型一般競争入札及び一般競争入札の公募条件

に同種工事の施工実績を設けている場合があり、こ

れは工事の円滑な推進の保証を担保するために設定

されているものと考えますが、制度導入の時点で実

績のない業者はいくら技術力を有していても未来永

劫新規参入できないこととなり、不平等感はぬぐえ

ません。地域によっては、これまでこうした条件に

見合う発注が皆無であったところもあります。

　つきましては、優秀な技量を有し、まじめに努力

している地域の業者に門戸を開放していただくた

め、民間実績や下請実績を考慮いただくか、管理技

術者への講習会を行いテストに合格した事業者は実

績を免除・軽減するなど弾力的な対応をご検討くだ

さるようお願いします。

回　答

　公募型一般競争入札につきましては、大型工事の

ため、施工能力を担保させていただくために、施工

実績を設けております。但し、この施工実績につき

ましては、元請けであれば、官公庁ばかりでなく民

間実績も施工実績として、入札に参加していただけ

るようにしております。

　なお、制限付き一般競争入札については、施工実

績を入札参加資格の要件としておりません。

（追加）　ゼネコンの下請の場合、電気・設備とそれ

以外では進め方が全然違います。電気・設備は元請

から技術的指導を受けることは全くなく、元請と同

じ形態で100％任されてやっています。行政も頭を

切り替えていただければと思います。

　経審の点数があるので、できない仕事まで応募す

ることはありません。チャレンジしたい者に何らか

のチャンスをいただけるようお願いします。

回　答

　設備工事が特殊であることは十分認識していま

す。我々も自由な形で参加してもらいたいと考えて

いますが、大型工事になると客観的に判断できるも

のが必要です。民間の分離発注が進んでいない中、

実績をどういう形で確認できるかが悩ましいところ

です。面積的緩和も含め、客観的に判断していく方

法があるのか今後の検討課題と考えているので、今

後意見交換させていただきながら検討して参ります。

６　分離発注について

　県においては早くから分離発注の推進についてご

配慮いただいていますが、県内市町では遅々として

進まない状況にあり、社団法人日本電設工業協会の

調べによると、兵庫県の市町は最下位グループに属

しています。そして、その要因は市町に設備の専門

家がおらず、発注体制が十分でないことが障害に

なっているものと思われます。

　つきましては、市町に対して分離発注がスムーズ

に採用できるよう各般のご援助、ご指導をお願いし

ます。

回　答

　本年４月の国の「経済危機対策」において、ダン

ピング対策の充実等適正価格での契約を推進、とり

わけ地域企業の適切な評価の推進、地域経済・雇用

の下支えにもつながる入札契約制度の改善などに取

り組むこととされています。また、６月12日閣議決

定の「平成21年度中小企業者に関する国等の契約の

方針」において所要の措置が規定されています。こ

れに関する指導文書を、県の契約管理課から、各市

町契約担当課に発しており、７月14日の研修会にお

いて市町の契約担当課にお願いしているところです。

　また、市町振興課では、７月21日付け「公共工事

の入札及び契約手続きの改善等について」により、

見出しのことや各市町の現状に合わせた分離発注の

適切な実施を指導したところであります。

７　兵庫県優秀施工者賞の対象工事について

　兵庫県では、毎年度建設現場において優れた技術

を持って技術開発、施工の合理化等に貢献した建設

技術者を表彰していただいておりますことに感謝し

ております。

　我々協会としても、会員企業の監理技術者、主任

技術者として工事施工に実績を挙げている社員を顕
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彰していくことの必要性を認識しております。

　ところが、近年の公共工事の実績は、特に地方で

は金額の減少が見られ、一つの基準となっている

２千万円以上の工事がほとんどない状況です。

　これらの顕彰制度の効果的な推進を図る上から

も、この基準となっている工事額を５百万円以上の

工事額から表彰対象にしていただくなどの改正をご

検討いただき、優秀な県内技術者の多くが受賞でき

ますようご検討願えませんでしょうか。

　また、表彰式には、よければ受賞者の家族も出席

させていただき、家族ともども受賞を喜ぶことがで

きれば、社員の励みになって、職務の意欲高揚につ

ながると思いますのでご検討願えれば幸いです。

回　答

　兵庫県優秀施工者賞は、優れた建設現場の技術者

を知事が表彰することにより、「ものづくり」に携

わっておられる方の誇りと意欲を増進していただ

き、能力と資質の向上を図っていただくとともに、

その社会的評価・地位の向上を図り、もって建設業

の健全な発展に資することを目的として、建設現場

において工事施工に直接従事している監理技術者、

主任技術者等の現役の建築技術者、土木技術者で、

技術等の優秀な方を表彰の対象としています。

　ご要望のありました基準となっている工事額を

５百万円以上へということにつきましては、審査委

員会において公共工事及び工事受注額の減少を考慮

して、選考基準の見直しを検討したいと考えており

ます。

　また、表彰式へのご家族の出席につきましても、

可能な限りご要望に添えるよう調整を図らせていた

だきたいと思います。

８　その他

　今後人口の減少が予想されるが、これが業界の盛

衰にも影響するものと思われます。県も少子化対策

に力を入れていただくようお願いします。この場で

は相応しい議題でないかもしれないが担当部局にお

伝え願います。

○　川端　宏幸　住宅建築局長 
　　閉会あいさつ

　本日は、両協会と情報交換ができ、生の声を聞か

せていただき感謝申し上げます。入札・契約制度を

中心に話が進んだかと思いますが、皆さん方のご意

見をお聞きし、制度改善も道半ばという感がいたし

ます。

　大きく分けて３点あったと思いますが、１つは、

発注形態そのもので、高校の耐震工事につきまして

も、できるものは分離・分割発注を行うよう考えて

います。２点目は、社会貢献評価方法ですが、意見

をいただき重要性を認識していますので、引き続き

検討をしてまいります。３点目は、技術を生かした

いということが伝わってきました。幹部職員との

ミーティングの中で、例えばエコキュート、オール

電化、省エネ照明器具の改修とかは、県営施設では

進めていますが、公営住宅でも進めてもいいのでは

ないかという話が出ていました。県にも専門職員が

いるので認識はしていますが、反映できるかどうか

は難しいものの、機会があれば業界からもご提案を

いただくなど引き続きご指導いただきますようお願

いします。

川端局長挨拶
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　会長、副会長など協会役員出席の下、協会を取り

巻く環境や運営方針を説明し、会員から直接協会運

営に対する意見・要望をいただくと共に、会員間の

交流を図るため、地区ごとに懇談の場を設けていま

すが、今年も３月を中心に、県下各地区で懇談会が

開催されました。

　事務局から、①協会再生計画の推進状況、②平成

21年度の事業計画、③建設工事等に係る入札・契約

制度の改善と社会貢献活動の実施、④公益法人制度

改革への対応についてについて説明を行うととも

に、来年度の具体的事業実施や懸案事項解決に向け

た意見交換を行いました。また、協会の活動及び財

政運営を強化するためには、会員の拡充を進めてい

く必要があることから、地区ごとに増強作戦を検討

しました。

　それぞれの開催状況は次のとおりです。

地区名 開催日時 開催場所 出　席 出席役員等

神　　　戸 平成21年４月８日（水） 協会事務局 38 河野・平井副会長、専務理事

阪 神 南 北 平成21年３月13日（金） 尼崎市はなみずき 20 会長、西村副会長、専務理事

東中西播磨 平成21年３月12日（木） 姫路商工会議所 39 会長、河野副会長、専務理事

但　　　馬 平成21年２月27日（金） 白菱電気設備㈱会議室   7 会長、専務理事

丹　　　波 平成21年３月19日（木） 丹波技能訓練センター   4 会長、専務理事

県　　　外 平成21年３月24日（火） 協会事務局   4 平井副会長、専務理事

地　区　懇　談　会

神戸地区懇談会 阪神南北地区懇談会
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東中西播磨地区懇談会

丹波地区懇談会

但馬地区懇談会

県外地区懇談会

　当協会活動が県民局長や土木事務所長など行政機

関に意外に知られていない現状に鑑み、協会幹部や

地区会員が各県民局を訪問し、情報交換を行いなが

ら協会活動のＰＲを行っています。

　今回は、平成20年中に訪問できなかった次の４県

民局で、昨年に引き続き特に県行政と関連の深い次

の項目に焦点を当て、県民局幹部の理解を求めまし

た。

　①�　県との防災協定の締結に基づく機能復旧対策

業務応援及び災害発生時における提供可能な資

機材

　②�　県管理河川等愛護活動やこども１１０番の車

パトロール事業など社会貢献活動実施状況の報

告

　③�　モデルケースとして始めた但馬まるごと感動

市でのボランティア活動の説明及び各地区での

ニーズ把握

　④　分離発注が行われていない市町への指導依頼

行政機関への協会活動ＰＲ
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北播磨県民局

西播磨県民局

中播磨県民局

但馬県民局

地区名 訪問日時 県民局応対者 協会側訪問者

北播磨 平成21年２月19日14時
中島英三北播磨県民局長

木戸徹社土木副所長

河野・平井副会長、金川常任理事、

専務理事

中播磨 平成21年３月５日15時
笹倉雅人中播磨県民局

網谷喜明県土整備部長
会長、小山常任理事、専務理事

西播磨 平成21年１月28日11時
岡田泰介西播磨県民局長

竹内和美県土整備部長

会長、河野副会長、小山常任理事、

専務理事

但　馬 平成21年２月27日13時30分
谷口進一但馬県民局長

窪田彰県土整備部長
会長、田中理事、専務理事
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　平成20年度から、会員企業に永年にわたり勤務さ

れ、勤務成績良好で他の模範となる者を対象にした

永年勤続優良従業員表彰制度を新設しました。

　表彰の対象者は、当協会の会員企業の従業員（経

営者及びその家族以外の役員を含む。）で次の３つ

の条件を満たすものといたしました。

①　勤務成績良好で、他の模範と認められる者

②�　平成20年10月１日現在、満45歳以上で、かつ、

会員企業に25年以上継続して勤務する者

③　正社員又は週30時間以上勤務の非常勤の従業員

　各会員から推薦のあった候補者を選考委員会及び

理事会で厳正に審査の結果、次の９名を受賞者とし

て決定し、平成21年１月21日（水）第52回通常総会

終了後同会場で会長から表彰状と記念品が手渡され

ました。

（受賞者）

　足立勝昭（オーケイ電設㈱）、池上昭（㈱カデッ

クス）、杉村弘（サン電設工業㈱）、山崎博文（庄野

電気工事㈱）、木村一夫（難波電話電気工業㈱）、雨

堤登（㈱野崎電気工業所）、森速登（野田電気㈱）、

竹内辰郎（㈱ハンデン）、村崎孝司（藤井電機㈱）

の各氏

永年勤続優良従業員表彰
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　経験豊富で知識・技能に優れたベテラン職員がい

ずれ職を去っていくことが予測され、次代の電気設

備業界の中核を担う人材育成が求められている中、

基礎知識・技術から最先端技術までニーズに即した

講習を行い会員の技術力のアップを図るため計画的

に講習会を開催することにしています。

　本年度は㈳日本電設工業協会の人材確保・育成の

補助メニューを活用した講習会を２コース、賛助会

員のご協力を得て１コースを実施いたしました。

　第１回は、「現場管理業務の要点」をテーマに取

り上げました。講習会は平成21年７月４日（土）午

後１時30分から約３時間、ＪＲ姫路駅南すぐの西播

地域地場産業振興センター（じばさんビル）601会

議室で行い、講師は日電協の会員である㈱きんでん

参与技術本部長補佐の角南修平氏にお願いしまし

た。土曜日の午後にもかかわらず、30名の定員に対

し、会員企業から42名の参加がありました。

　テキストは「電気設備技術者のための現場管理技

術－現場代理人－」を用意しましたが、別途講師が

用意されたパワーポイントを中心に説明が行われま

した。

　講義内容は、①電気設備工事とは何か、②建設業

法・電気工事業法の目的及び内容、③電気設備工事

における現場管理のポイント、④トラブル事例と対

策、⑤電気工事業の将来と役割について説明をいた

だきました。

　パワーポイントで、それぞれの重要な項目が要領

よく整理されていたため、経験の浅い職員には理解

しやすく、また、ベテラン職員には基本からの復習・

確認の場となったと思われます。

　第２回は、「電気設備工事・施工計画」をテーマ

とし、平成21年11月７日（土）午後１時30分から約

３時間、兵庫県民会館303号室で開催しました。また、

講師は日電協の会員企業である栗原工業㈱大阪本店

安全品質環境室品質管理課主任の亀山一久氏が派遣

されました。

　30名の定員に60数名の申し込みがあり、テーマに

対する関心の高さが浮き彫りにされました。

　テキストは日電協発行の「電気設備工事施工計画

７ 事 業 報 告 （技術・安全委員会関係）２

技　術　講　習　会

第１回技術講習会 第２回技術講習会

角南講師講義
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集成（平成16年６月）」が改訂中のため、講師が用

意されたパワーポイントでの説明となりました。

　講義内容は、まず総合計画書とはということで、

①施工計画書の意義と必要性、②目的、③種類と内

容の説明をいただいた後、総合計画書として①一般

事項、②仮設計画、③機器搬入計画、④施工管理、

⑤安全衛生計画、⑥検査計画、⑦引渡し計画につい

て具体的な解説をいただきました。最後の工種別施

工計画書では、①接地極埋設、②スリーブインサー

ト工事、③配管工事、④ケーブルラック工事、⑤配

線工事、⑥幹線延線工事、⑦金属線ぴ工事、⑧金属

ダクト工事、⑨区画貫通処理、⑩機器取付工事、⑪

架空配線工事、⑫地中配線工事について不具合事例

の紹介と注意点についてアドバイスを受けました。

　第３回目は、「太陽光発電システム設備の概要」

を内容とした講習会としました。昨今、温室効果ガ

ス排出量のより効果的な削減を実現するため、新エ

ネルギーの開発利用が求められており、中でも太陽

光発電システムは公共工事や一般家庭への導入が進

んでいます。

　本年度になって兵庫県からの工事発注も増加して

いる中、太陽光発電システムの設置はメーカーに依

存しなければならない要素もあるものの、電気設備

業者として総合的な知識を習得しておく必要がある

ため、県や賛助会員のご協力を得て開催の運びとな

りました。

　講習会は、平成21年12月３日（木）午後１時30分

から４時30分まで兵庫県民会館福で会員企業から60

名の受講者を対象に行われました。

　西村副会長の開講挨拶に引き続いて、兵庫県県土

整備部設備課の大川清嗣副課長から、①県施設の導

入状況など太陽光発電設備の現状、②兵庫県の地球

温暖化施策としてのひょうごＣｏ２削減推進事業の

内容、③余剰電力の新たな買取制度など太陽光発電

の今後の動向について解説をいただきました。

　後半の講習は、因幡電機産業株式会社太陽光発電

プロジェクトのメンバーにお願いし、冒頭プロジェ

クトリーダーの萬隆夫氏から総括的なお話をいただ

いた後、片山淳一朗氏からは、①出荷量、発電コス

トなど太陽光発電の現状、②モジュール・システム

の種類・特徴・金額・重量・面積、傾斜角度による

発電量の違いなど太陽光発電システムの内容、③

メーカー・製品ごとの最大出力や重量などモジュー

ルの比較について説明を受けました。

　続いてリーダーの橘忍氏から、機器の据付・結線

工事の施工手順書について、①準備段階の注意点、

②モジュールの取り扱い上の注意点、③陸屋根架台

大川副課長説明

第３回技術講習会

亀山講師講義
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施　設　見　学　会

　電気設備の関連施設や製造工場などの見学を行

い、最新技術情報の習得を図るとともに、会員間の

交流の促進を図ることを目的として、技術・安全委

員会主催による施設見学会が開催されました。今年

は音羽電機工業㈱の雷テクノロジーセンターと日本

環境安全事業㈱大阪事業所のＰＣＢ廃棄物処理工場

の見学を行いました。

　平成21年10月22日（木）８時20分ＪＲ姫路駅南の

バスターミナルを出発し、湊川神社正門前で途中乗

車した者及び音羽電機に直接集合した者を合わせた

35名がこれらの施設を巡回しました。

　午前中は、尼崎市の音羽電機の雷テクノロジーセ

ンターを訪問し、吉田社長の挨拶、ＤＶＤで事業の

概要を把握した後、２班に分かれ、施設を見学しま

した。高電圧試験設備、大電流試験設備、複合イン

パルス試験装置、宅内サージ検証用模擬家屋、振動

の施工方法、④盤類の設置方法、⑤配線方法、⑥日

射計・気温計の取付方法、⑦配線配管方法、⑧デー

タ収集装置の設置方法について、具体的かつ詳細に

解説いただきました。

　顧問の中岸茂男氏からは、最近の太陽光発電の傾

向として低廉化、大型化、平面化、既製品化、基礎

とソーラーの分離発注化が進んでいるとの報告と同

社が平成17年度施工した大阪府八尾高等学校太陽光

発電設備工事の経験を踏まえ施工上留意すべき事項

についての説明がありました。

　新政権の重点政策から考えると、太陽光発電はま

すます普及が進んでいくことが予測され、更にビジ

ネスチャンスが広がっていくとの期待感が持てる講

習会となりました。

音羽電機工業・吉田社長
の歓迎挨拶

見学会参加者に挨拶する藤井会長 雷テクノロジーセンター
で雷対策製品の見学

萬講師講義
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１級電気工事施工管理技術検定受験対策講習会

　施工管理技術検定講習会は、これまで

社団法人日本電設工業協会本部の主催で

実施していましたが、諸般の事情により

平成19年度から同協会支部又は府県の電

業協会が主体となって実施することに変

更になりました。また、従来からもっと

少人数で内容の濃い講習会を希望する声

も少なくありませんでした。

　そうしたことから、この講習会を当協

会で主催開催するようになって３年目、

潜在受験者が減少したのか会員企業の受

講希望者が定員を大きく下回ったこと及

び公益社団法人移行のためには会員外に

試験・環境試験装置など雷試験装置について詳しい

説明を受け、雷対策の重要性を目のあたりにしまし

た。また、同センター内にある長谷川電機工業㈱で

は検電器や模擬配電設備を使ったリレーで電気の安

全についての学習も行い、雷ミュージアムでは雷対

策製品等の展示を見学しました。

　今回の見学会は時間的に強行軍であったため、レ

ストラン難波津でのあわただしい昼食を済ませ、午

後一番に、大阪市舞洲にあるＰＣＢ廃棄物処理工場

に向かいました。施設の概要説明、ＤＶＤによる全

体把握、処理計画の説明の後、こちらも２班に分か

れての施設見学となりました。トランスやコンデン

サーなどを真空加熱分離法、溶剤洗浄法によりＰＣ

Ｂを取り除く前処理を行い、その後触媒水素化分解

法により、塩酸、ビフェニルなどに分解、無害化さ

れる工程を設備や展示物を見ながら説明を受けまし

た。まだ４分の３のＰＣＢが未処理になっているこ

と、これらは安全・確実に処理され、環境にも影響

を与えない対策が取られていることを改めて確認し

ました。

　最後に、西宮市の辰馬本家酒造㈱白鹿工場に立ち

寄り、製造過程見学と利き酒を行うとともに、酒

ミュージアムに入館、見学会は和やかな雰囲気の中

帰路につきました。

　帰りの車中で行った参加者に対するアンケートで

は、スケジュールがきつ過ぎたが、訪問先は概ねよ

かった、今後も電機メーカー工場などを見学したい

との声が届けられました。

長谷川電機工業で説明を聞く参加者 ＰＣＢ廃棄物処理施設の一部 利き酒に挑戦する参加者

１級学科講習会
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（学科）

講　　習　　日 内　　　　容 場　所 人 員 講　　　師

第１回 ４月４日（土）
開講式・オリエンテーション、
電気理論・電気機器

兵庫県中
央労働セ
ンター　
303号

20名

㈱パナソニック電
工創研　　　　　

田中　英二氏
湯川　　正氏

第２回 ４月５日（日） 構内電力設備・照明関係設備

第３回 ４月11日（土）
構内通信設備・消防法・防災設
備・発電変電設備

第４回 ４月18日（土）
発電変電設備・送配電設備・機
械関連・土木建築関連

第５回 ４月19日（日）
施行計画・工程管理・品質管
理・安全管理・建設関連法

第６回 ４月26日（日）
電気関連法・労働関連法・その
他関連法、終講式

（実地）

講　　習　　日 内　　　　容 場　　所 人員 講　　　師

第１回 ９月26日（土）
試験傾向、用語解説、工程表解
説記述問題（解説と注意点） 神戸市　

勤労会館
403号

15名

㈱パナソニック電
工創研

田中　英二氏
湯川　　正氏第２回 10月３日（土） 記述問題（添削）

　講義はいずれも午前９時から午後５時まで

も講習会受講機会を開放する必要があることから、

今回は兵庫県電気工事工業組合会員にも呼びかけを

行いました。

　講習会は昨年同様、電気設備業者の従業員が参加

しやすい条件整備に留意するほか、講師は引き続き

㈱パナソニック電工創研の電材営業研修センターに

お願いしました。

　開催状況は次のとおりです。

１級実地講習会 田中講師講義

53



安 全 衛 生 推 進 大 会

　平成21年７月16日（水）午後２時から兵庫県民会

館10階「福」において、平成21年度安全衛生推進大

会が会員約110名の参加のもと、盛大に開催されま

した。

　この大会は、会員の安全活動を強力に推進し、会

員及び従業員の安全意識の高揚と安全活動の定着を

図るため毎年実施しているものです。

　まず建設業殉職者及び当協会関係物故者の冥福を

祈り黙祷を捧げた後、藤井宏明会長の挨拶に続いて

ご来賓の兵庫労働局労働基準部長（代理：家本和宜

安全課長）及び兵庫県県土整備部住宅建築局長（代

理：前田友樹設備課長）からご祝辞を頂戴しました。

（藤井会長挨拶要旨）

　建設業の労働災害による死亡者は、平成11

年以降減少傾向にありますが、全産業に占め

る割合は、約３分の１と依然として高率です。

また、事故の型別では、墜落・転落が４割と

突出しています。そして、我々専門工事業も

例外ではありません。

　景気は急激に悪化しており、店社の労働災

害防止対策の停滞が懸念されますが、重災害

が店社の倒産・崩壊に繋がる時代です。本日

の安全大会を契機にもう一度身近な機械・工

具・設備・作業方法の確認や見直しを行い、

全員参加で創意工夫を活かした安全活動を展

開し、「安全文化」「安全職場」構築し、また

大切にする職場を実現いたしましょう！

藤井会長挨拶

兵庫県前田課長挨拶

兵庫労働局家本課長挨拶
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　続いて、山口技術・安全委員長から安

全衛生優良工事表彰の選考経過について

報告があり、表彰式に移りました。表彰

は、国・県・市等から直接受注し、平成

20年度中に完成した県内の工事で、安全

管理体制が確立して有効に運営され、工

事期間中無事故・無災害で、かつ、施工

技術が優秀なものを対象として、15名の

現場代理人に藤井会長から表彰状及び記

念品が手渡されました。

　引き続き、出席者を代表して株式会社

陵南の和田眞一さんが安全宣言を行い、

西村副会長の閉会のことばで第１部は終

了しました。

　休憩時間を挟んで開催された第２部の

安全講話は、ＣＳＰ労働安全コンサルタ

ント本郷信夫氏から「生き残る安全の秘策」と題し

て、アイサワ工業での現場業務20年、安全業務20年

の経験で培ったノウハウを元に、危険ゼロ目指すた

めの重要なポイントをわかりやすく解説いただきま

した。

（安全講話）

（安全講話レジュメの一部）

災害をストップする決め手！！

　①　「安全体制の権限と責任」が明確でないと災害はストップしない！

　②　「安全計画、安全ルール」が確立していないと災害はストップしない！

　③　「安全衛生法（規則）」が守れない、守らないと災害はストップしない！

　④　「規模にあった安全施工サイクル」が回せないと災害はストップしない！

　⑤　「不安全設備、行動」に眼を開き手を打たないと災害はストップしない！

　⑥　「傘下の会社が自主自立に」欠けていると災害はストップしない！

　⑦　「再発防止」から「未然防止」に転換していないと災害はストップしない！

表彰状授与
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平成21年度　安全衛生優良工事表彰受賞者名簿

№ 施工会社名
受　　賞　　者

（現場代理人）
工　事　名 発注者名

１ 東和電気工事㈱ 一
いち

　宮
みや

　正
まさ

　人
と 城見台幹線及び城見台準幹線マン

ホールポンプ（電気）設置工事
姫路市

２ ㈱ 陵 南 和
わ

　田
だ

　真
しん

　一
いち 県立がんセンターライフライン確保

対策電気設備工事
兵庫県

３ 銭 屋 電 機 ㈱ 厨
ず

　子
し

　秀
ひで

　雄
お 178号東浜居組道路七坂トンネル照

明設備工事
兵庫県

４ 野 田 電 気 ㈱ 池
いけ

　田
だ

　一
かず

　幸
ゆき 東灘処理場分場１・２系電灯設備改

修工事
神戸市

５ サン電設工業㈱ 　杉
すぎ

　村
むら

　　　弘
ひろむ

　
板宿駅他幹線・動力盤その他電気設

備改修工事
神戸市

６ 東洋電気工事㈱ 大
おお

　西
にし

　鉄
てつ

　也
や

神戸地方裁判所改修設備工事
国土交通省

近畿地方整備局

７ 尼 崎 電 機 ㈱ 岡
おか

　江
え

　博
ひろ

　之
ゆき （－）加古川水系加古川河川監視シ

ステム設備設置工事
兵庫県

８ 藤 井 電 機 ㈱ 中
なか

　島
しま

　一
かず

　幸
ゆき 県立龍野北高等学校太陽光発電設備

工事
兵庫県

９ 共栄電器工業㈱ 末
すえ

　永
なが

　秀
ひで

　樹
き （仮称）市営明倫住宅新築工事のう

ち電気設備工事
尼崎市

10 西 部 電 工 ㈱ 山
やま

　本
もと

　信
のぶ

　昭
あき 県立龍野北高等学校（仮称）本館棟・

Ａ棟その他電気設備工事
兵庫県

11 中 島 電 機 ㈱ 大
おお

　津
つ

　賢
けん

　吾
ご 姫路市立高浜小学校校舎増築（電気）

工事
姫路市

12 寺 坂 電 機 ㈱ 難
なん

　波
ば

　忠
ただ

　輔
すけ 東はりま青少年館耐震補強その他電

気設備工事
兵庫県

13 杉本電気工事㈱ 二
に

　村
むら

　一
かず

　也
や 神戸大学（楠）総合研究棟（医学系）

改修電気設備工事

国立大学法人

神戸大学

14 早水電機工業㈱ 楠
くす

　原
はら

　裕
ゆう

　蔵
ぞう 垂水処理場第３期拡張建設工事（建

築電気設備）
神戸市

15 中 佐 治 電 工 ㈱ 　足
あ

　立
だち

　　　悟
さとる

　
県立有馬高等学校講義棟電気設備工

事
兵庫県
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災害対策等緊急体制

　近年、世界各地で大型台風や大規模地震等の被害

が目立ってきております。今年も台風９号による豪

雨により県内各地で大きな被害があり、特に朝来市、

宍粟市及び佐用町では災害救助法が適用されたとこ

ろであります。自然災害は避けることはできません

が、被害を最小限に抑え、その拡大を防止する減災

が必要と思われます。そこで、平成16年度に改定し

た災害対策等緊急体制を修正・再確認するととも

に、平成21年１月16日及び９月30日の２回、全会員

による連絡網の受信・報告の訓練を実施し、有事の

際、協会が窓口となって公共的施設の応急復旧がで

きる体制の確立に取り組みました。

近畿６電業協会で災害時等における相互応援協定を締結

　また、近畿６電業協会は、平成21年10月26日（月）

午後２時から京都タワーホテル６階アテネの間にお

いて「災害時等における相互応援協定」を締結しま

した。

　近畿の６電業協会（兵庫・滋賀・京都・奈良・和

歌山・福井）は、各協会間の情報交換及び課題解決

のための調査研究を行うため近畿６電業協会会長連

絡協議会を設置し、定期的に協議を行っていますが、

この協議会で「各協会はそれぞれの府県と防災協定

を締結しているが、大規模な災害に遭遇した場合に

も、十分な対応ができるよう相互に応援できる仕組

みを作っていこう。」との意見一致を見、協議会の

下部組織として防災委員会を設け、災害対策の応援

体制を検討した結果、協定案がまとまり、本日の協

定締結に至ったところです。

　まず、本協議会会長である佐伯京都電業協会会長

が、主催者挨拶で協定締結を行うに至った趣旨につ

いて述べた後、司会者から締結までの経過報告が行

われました。引き続き、各会長が協定書の調印を行

い、６協会の会長が並んでこの協定書の披露を行い

ました。

調印を終えて協定書を披露する各会長
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こども110番の車パトロール事業

　兵庫県の刑法犯認知件数は、全国的にも多く、そ

の背景の一つに、地域社会の帰属意識や結びつきが

薄れ、不審者が現れた場合などに互いに知らせあう

といった地域社会がこれまで培ってきた犯罪防止機

能の低下があると見られています。

　こうしたことを踏まえ、地域社会を構成する様々

な主体が連携を深め、犯罪の防止、その他安全で快

適な暮らしを実現するための活動に取り組むことに

より、安全で安心して暮らすことができる地域社会

を目指す「地域安全まちづくり条例」が平成18年４

月１日に施行されました。

　当協会としても、積極的にこの活動に取り組んで

いく必要があるとの認識のもと、特に、近年こども

に対する凶悪又は卑劣な犯罪が多発している現状を

考慮して、平成20年３月「こども１１０番の車」パ

トロール事業を発足させました。

　協会独自でデザインしたステッカーを作成し、会

員企業の事業用車輌に貼付してパトロールしていた

だくもので、現在112社が参加しています。

　また、「ひょうご防犯まちづくり推進協議会」に

も加入して、行政機関や他団体と協調した運動を展

開し、犯罪のない安全で安心な兵庫県の実現に努め

ています。

　当日は、兵庫県前田設備課長など４府県から来賓

をお招きしており、それぞれからご祝辞をいただき、

当協会藤井会長が閉会挨拶で「この協定締結を契機

に、更に協会活動の発展を進めていきたい。」と締

めくくりました。

　また、その後開催された連絡協議会では、相互応

援協定細目（案）が示され、今後防災委員会等で検

討することとされました。

相互応援協定書

協定書に押印する藤井会長

祝辞を述べる兵庫県前田設備課長
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暴力団追放対策講習会

　近年、暴力団排除機運の高まりと強力な取締り等

によって暴力団は社会から孤立しつつありますが、

民事介入暴力、金融、不良債権関連事犯等を多数引

き起こすなど資金源は依然として活発であり、社会

経済情勢の変化に対応して一層多様化、巧妙化の傾

向を強め、市民社会特に建設業界においては相変わ

らず大きな脅威になっています。

　こうした中、私ども会員企業においても、これら

準構成員等による、あるいは姿を変えてのえせ右翼

に加え、ＮＰＯ・ボランティア団体を標ぼうし、圧

力をかけての下請参入などの不当要求に接すること

も少なくありません。

　これらの不当要求に屈しないためには、経営者だ

けでなく窓口など第一線の職員が、暴力団の現状を

知るとともに、対応についてのノウハウを習得して

おくことが重要であることから、平成20年度暴力団

追放対策講習会が平成21年２月24日（火）午後２時

から会員企業約80名参加のもと兵庫県中央労働セン

ター特別会議室において開催されました。

　始めにビデオ「黒い契約者－不当要求を許さない

社会へ－」を鑑賞し、不当要求の具体事例を視覚で

認識いただいた上で、財団法人暴力団追放兵庫県民

センター専任講師の大川清一氏から「暴力団の現状

と不当要求に対する対応要領について」と題して講

演いただきました。大川講師は県警のＯＢで、在職

中のほとんどを暴力団対策担当の刑事として取り締

まりの第一線でご活躍されており、その豊富な経験

を通して、山口組の発足以来の実情、下請要求につ

いてのアプローチとゆさぶりの形態、不当要求に対

する基本原則、心構え、面談や対応の方法など決め

細やかなお話を聞くことができました。

藤井会長あいさつ 大川講師講演
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　高校生の教育活動の一環として、産業の現場など

で学習内容や進路に関連した就業体験を実施し、生

徒が目標を持って主体的に進路選択ができるように

するとともに、生徒に夢を実現する力を身につけさ

せ、電気設備業界の次代を担う人材を育成するため、

平成12年度からインターンシップの受入を行ってい

ます。

　制度をスタートさせて以来10年の節目の年を迎え

た本年度は、次のとおり兵庫県高等学校教育研究会

工業部会電気部会長（県立尼崎工業高校長）から依

頼のあった５校、44名を会員会社22社で受け入れ、

生徒は各社の指導のもと、総務、設計、積算、現場

管理、現場作業などの業務を体験しました。

１　県立飾磨工業高等学校　電気工学科

　ア　人　　　員　２年生６名

　イ　受 入 期 間　平成21年７月21日（火）～

� 23日（木）の３日間

　ウ　受入説明会　平成20年７月９日（木）

　　　　　　　　　西部電工株式会社会議室

　エ　受入企業等

受入会員名 生　徒　氏　名

中央電工株式会社 井上　拓士、栗林　弥寿

播州電業株式会社 三上　雄輝、小嶋　貴仁

姫高電機株式会社 柴田　裕矢、本田　裕紀

３社 ６名

　オ　生徒の感想

　�　インターンシップを終えてまず思ったことは、

学校などで学んだ知識が正直あまり役立たなかっ

たという点です。飾磨工業卒の先輩方のお話、職

場の方々のお話を聞かせていただいたとき、それ

を一番に自分は感じました。たった３年間高校で

学んだ程度では社会では通用しないし、実際に現

場などに出て働き、勉強しないと社会人にはなれ

ないと、ひしひしと思いました。だからこそ、そ

の社会で働かれている方々の言葉には深みがあ

り、またとても自分にとって為になることばかり

でした。

　�　また電工の仕事は建築業と関わりがあることも

初めて知りましたし、ＣＡＤが電気工事をする上

で重要で必要不可欠と聞いたときはびっくりしま

した。また自分の中の意識が大きく変わりました。

この体験をさせていただいた播州電業様にはとて

も感謝しています。（小嶋貴仁）

２　県立豊岡総合高等学校　電機応用学科

　ア　人　　　員　２年生４名

　イ　受 入 期 間　平成21年８月３日（月）～

� ５日（水）の３日間

　ウ　受入説明会　平成21年７月22日（水）

　　　　　　　　　県立豊岡総合高等学校

　エ　受入企業等

受入会員名 生　徒　氏　名

白菱電気設備株式会社 平山　優太、宮部　晃樹

藤井電機株式会社 平井　大樹、安田　良平

２社 ４名

　オ　生徒の感想

　�　３日間という短い間でしたが、自分自身とても

いい経験をすることができました。

　�　初日の朝礼では、テレビ回線を使ったあいさつ

をさせていただきとても緊張しましました。普段

の生活では、なかなか人前で話やあいさつをする

インターンシップの受け入れ

８ 事 業 報 告 （経営委員会関係）３
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こともないので、このような経験ができてよかっ

たです。

　�　そして初日から現場実習をさせてもらい最初は

何をしていいか戸惑いました。「これをして」と

言われるまで作業行動できなかったけど、２日、

３日と自分からどんどんと質問や行動ができてき

てよかったです。３日間現場に行かせてもらい将

来自分のやってみたい仕事だったので体験できて

よかったです。

　�　この３日間は、自分が仕事をすることの大切さ

が、わかってよかったです。（安田良平）

３　県立尼崎工業高等学校　電気科

　ア　人　　　員　２年生５名

　イ　受 入 期 間　平成21年８月24日（月）～

� 26日（水）の３日間

　ウ　受入説明会　平成21年８月17日（月）

　　　　　　　　　県立尼崎工業高等学校

　エ　受入企業等

受入会員名 生　徒　氏　名

株式会社今井電気商会 橋本　　琢　　　　　　

共栄電器工業株式会社 仲尾　貴史、福田　昌也

平尾電工株式会社 浅野　祥平、若生　荘史

３社 ５名

　オ　生徒の感想

　�　インターンシップ１日目は、市営住宅の見積も

りの見学をしました。まずコンセントに電球をつ

ないで電気が来ているかを調べました。これを３

～４軒回って午前が終わりました。午後はマン

ションのメンテナンスの手伝いに行きました。道

具がたくさんあって運ぶのに苦労しました。

　�　２日目は、工事を行っている現場へ行きました。

蛍光灯の組み立ては、量が多くて、とても疲れま

した。午後はコンセントを取り付けるために電線

の皮むきをしました。学校でするのとは違って、

とてもやりづらかったです。次に蛍光灯を取り付

けました。これもむずかしくて、その日には２個

しかつけることができませんでした。

　�　３日目も、工事の現場へ行きました。コンセン

トを取り付ける作業をしました。事業所の方の手

本を見て、実際に作業をしても、初めはなかなか

うまくいきませんでした。しかし、慣れもあって

少しずつうまくなっていきました。午後は脚立に

乗って電線の皮むきをひたすらやりました。実際

の仕事は、予想以上に疲れました。色々と良い体

験ができたと思います。（若生荘史）

４　県立龍野北高等学校　電気情報システム科

　ア　人　　　員　２年生９名

　イ　受 入 期 間　平成21年８月24日（月）～

� 26日（水）の３日間

　ウ　受入説明会　平成21年８月18日（火）

　　　　　　　　　県立姫路労働会館

　エ　受入企業等

受入会員名 生　徒　氏　名

尼崎電機株式会社 堀　　哲太、七村　悠太

株式会社北山工商 中原　理斗、山岡　　峻

西部電工株式会社
二出川裕紀、藤田　大樹

田口　元英　　　　　　

大拓電気株式会社 岩田　和己、鈴木　友章

４社 ９名

61



　オ　生徒の感想

　�　実習に行く前はどのようなことをするのか、会

社の雰囲気はどのようなのかまったく分からず、

とても不安でしたが、実際に行ってみると雰囲気

はアットホームで担当の方は優しい方ばかりで大

変安心しました。前半は工場見学や安全の講習を

受け、現場での安全の重要性を教えてもらいまし

た。３日目の工事現場では実際の電気工事を行い

よい経験になりました。

　�　このインターンシップがなければ実際の電気工

事とは、どのようなものか知らずに進路を決めて

いたと思います。現場に興味を持つこともでき本

当によいインターンシップでした。（二出川裕紀、

田口元英、藤田大樹）

５　県立兵庫工業高校　電気工学科

　ア　人　　　員　２年生20名

　イ　受 入 期 間　平成21年10月28日（水）～

� 30日（金）の３日間

　ウ　事前安全講習会　平成21年10月15日（木）

　　　　　　　　　県立兵庫工業高校

　エ　受入説明会　平成21年10月21日（水）

　　　　　　　　　協会事務局

　オ　受入企業等

受入会員名 生　徒　氏　名

旭電気工業株式会社 門野　祐樹、木村　康彦

黒住電気工事株式会社 森田　哲司、加藤　雄也

杉本電気工事株式会社 芦田　伸明、坂口　翔希

西部電気建設株式会社 澤村　一登、坪井　隆和

ダイトウ電気工事株式会社 田中　章将、松井　康平

東栄電気株式会社 品脇　涼平、白石　聖也

東洋電気工事株式会社 日向　壮尋、宮本　祥多

株式会社野崎電気工業所 西谷　凌治、琉崎　優也

野田電気株式会社 小川　　優、中本　準也

ミナト電気工事㈱ 小林　正幸、楮　　貴博

10社 20名

　カ　生徒の感想

　�　３日間ミナト電気工事株式会社にお世話になり

ました。今回のインターンシップでは、職場がど

んな雰囲気なのかを知るとともに、実際の電気工

事がどのようなものなのかを学ぶというのが最大

の目標でした。実際インターンシップでは、学校

の授業が発展したようなものから学校では絶対に

学べないところまでいろいろなことを教えてもら

いました。また、現場では普段、壁の中にあるよ

うな電線を見せてもらったり、照明器具の取り付

け方なども教えてもらいました。

　�　そして、現場に行ってみて一番印象に残ったの

が、いろいろな職種の人と話をしていたことでし

た。家を建てるには、電気屋さんだけでなく大工

さんや水道屋さんなどが必要です。そういったい

ろいろな職種の人ともコミュニケーションをとる

のも大事なことなのだと思いました。また、学校

以上に時間についてはきっちりとしていると感じ

ました。今回のインターンシップで学んだことを

今後に生かし、そして進路を決めるときに役立て

たいと思います。（楮　貴博）
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　兵庫県高等学校教育研究会工業部会電気系部会で

は、毎年工業高校生徒の「ものづくり」に対する意

識を高め、電気・電子の技能の向上を図るとともに、

専門家からの講評や、プロとしての心構えを学び、

今後の電気・電子教育の資質の向上を目指すため、

「電気系ものづくりコンテスト」を開催しています。

　今年度は、次の日程で第８回目の兵庫大会が開催

されましたが、当協会では、人材育成事業の一環と

して、このものづくりコンテストを支援するため、

特別審査員を派遣しました。

１　開 催 日 時　平成21年７月18日（土）

２　開 催 場 所　兵庫県立龍野北高等学校

３　大会参加者　14名

４　派遣審査委員　田中　正実　氏

� （西部電気建設㈱工務課長）

　　　　　　　　澤村　良親　氏（西部電工㈱顧問）

５　立　会　者　小山　恵生　経営委員会委員長

６　審査結果（電気工事部門）

　　　優　勝　　田代　有作　君

� （兵庫県立姫路工業高校電気科３年）

　　　準優勝　　板井　大尚　君

� （兵庫県立小野工業高校電子科３年）

　　　第３位　　三木　　悟　君

� （兵庫県立豊岡総合高校電機応用工学科３年）

　　（優勝者及び準優勝者は近畿大会に出場）

高校生ものづくりコンテスト審査員の派遣

競技を見守る特別審査員

課題に取り組む生徒たち
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　電気設備業界を取り巻く厳しい環境の中で、会員

企業が時代の変化に対応した経営戦略によりこの難

局を乗り切るための有益な情報を得ると共に、兵庫

県発注の工事を的確に実施する上での留意点等を習

得するため、平成21年９月９日（水）午後１時30分

から兵庫県民会館の福において会員企業の経営者や

幹部職員約70名参加のもと、経営講演会＆県工事検

査結果講習会を開催しました。

　講演会は藤井宏明会長の挨拶の後、第１部はご多

用中にもかかわらず快く講演をお引き受けいただい

た兵庫県出納局工事検査室の新田友治工事検査専門

員から「公共工事の工事検査」についてパワーポイ

ントを使ってお話をいただきました。工事検査の仕

組みや検査内容について解説いただいた後、工事成

績採点表を使って、工事検査を通じた県の工事施工

上の留意点について具体的な説明をいただきました。

　公共工事の品質確保が求められ、また工事成績は

入札参加要件とされている技術・社会貢献評価点数

として更に大きいウエートを占めるよう改正された

ため、参加の会員にとって、説明を受けた内容には

十分留意し、これまで以上に優秀な工事成績を残せ

るよう努力したいと意識づけるいい機会となりまし

た。

　第２部は㈲第一コンサルティング・オブ・ビジネ

ス代表取締役の丸山博氏から「激変する経営環境と

中小企業の経営対策」と題して講演をいただきまし

た。

　戦後、世界に類を見ない成長を遂げた日本、それ

を支えた政官財の鉄のトライアングル、そのひずみ

と国民の不信・不満による政権交代、民主党マニ

フェストと今後

の経済などユー

モアを交えた熱

弁により、わか

りやすく解説を

いただいた後、

当業界でもマー

ケットが縮小

し、選別が予想

される中、異業

種の成功事例も

紹介されながら

どう切り抜けて

いくかのヒント

をいただきまし

た。

経営講演会＆県工事検査結果講習会

丸山氏の講演

新田氏の講演

藤井会長開会挨拶
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エコアクション21関係企業グリーン化プログラム

　平成21年９月２日（水）午前10時から午後４時ま

で神戸市教育会館203においてエコアクション２１

関係企業グリーン化プログラム全体説明会を開催い

たしました。

　エコアクション２１は、環境に配慮した取り組み

を進めながら経営を見直すことで、コストの削減、

経営の効率化、取引先の拡大などのメリットがある

とされ、システムの構築・維持の費用がＩＳＯ14000

シリーズと比較すると安価で、中小企業者にも取り

組みやすい環境経営システムと位置づけられていま

す。

　当協会では、制度の概要について理解をいただく

ため、昨年11月25日にエコアクション２１認証登録

等説明会を開催しましたが、事業所独自で取り組も

うと決断された会員は少ないことから、当協会が核

となってエコアクション２１・関係企業グリーン化

プログラムを活用し、この制度に参加した企業が一

斉に、認証登録を目指していくことにいたしました。

この日の全体説明会は、参加申込のあった18社を対

象にした最初のプログラムで、協会西村副会長の挨

拶の後、エコアクション２１地域事務局の大西課長

の仕組みについての概要説明に引き続いて、審査人

（コンサル）の吉仲氏及び堀氏から、環境経営シス

テムガイドライン、環境活動レポートガイドライン、

コンサルティングの進め方等について説明がありま

した。

西村副会長開会挨拶

吉仲審査人の説明

堀審査人の説明

（全体説明会の講師陣・敬称略）

区　　　　分 団　　体　　名 役　　職　　名 氏　　名

エコアクション２１

審査人（コンサル）

㈶ひょうご環境創造協会
総務部経営企画室システム管

理担当課長
吉仲　裕司

ＮＰＯ法人大阪カウンセラー会 ＥＡ２１普及委員 堀　　勝弘

地域事務局・ひょう

ごＥＭＳ支援セン

ター

㈶ひょうご環境創造協会
環境創造部循環社会推進課長 大西　敏文

環境創造部循環社会推進課 覺田　健一
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　その後辞退のあった会員を除き、下記のとおり３

地域に分かれ、更に２～３社単位に、吉仲・堀の両

審査員指導のもと、グループ別コンサルティングが

４回続けられており、来夏の認証取得に向けた取り

組みが進められています。

地　区 開催日 会場 参加会員数

神戸・阪神・淡路
10月２日、11月５日、

12月４日、３月５日
協会事務局 ７社

播磨
10月２日、11月２日、

12月４日、３月５日
東和電気工事㈱会議室 ２社

但馬・丹波
10月13日、11月９日、

12月７日、３月８日
和田山商工会会議室 ５社

グループ別コンサル（神戸会場）
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県管理道路河川等公共施設愛護活動

　道路や河川などの公共施設は、それぞれの管理者

が維持管理を行うことになっていますが、すべてに

ついて完全に実施することは難しいことです。こう

した状況を踏まえ、道路や河川は地域で生活する者

の共有財産であるという認識を持ち、クリーンで安

全しかも快適に利用できるよう公共施設愛護運動が

県下各地で展開されています。

　当協会においては、公益法人の原点であるボラン

ティア精神に則り、平成20年度から建設業協会の各

支部や県民局と連携して県管理道路河川等公共施設

愛護活動に取り組んでいます。

　本年度も地区担当理事が中心になって建設業協会

各支部や県民局土木事務所と調整しながら次のとお

り事業を行いました。

地区名
連携建設業

協 会 支 部
実 施 日 場 所 ・ 作 業 内 容 参加会員 参加人員

神　　戸 西 神 戸 ７月14日 明石川河川敷の草刈・清掃 25   33

阪 神 南
尼　　崎 ６月３日 武庫川左岸河川敷清掃   9   16

西　　宮 ６月１日 県道等の清掃   3 　4

阪 神 北

伊　　丹 ６月２日 県道等の清掃   6   12

宝　　塚 ６月２日 県道等の清掃、除草   1 　1

三　　田 ６月１日 青野ダム河川清掃   2 　4

東 播 磨
明　　石 ６月２日 大蔵海岸公園及び周辺の清掃   3 　4

加　　印 ７月30日 松風公園の草刈、低木の剪定等 13   14

中 播 磨 姫　　路 11月17日 外堀川の清掃   3 　3

但　　馬 豊　　岡 ６月９日 クリーン但馬大作戦（ゴミの収集・運搬）   4 　5

丹　　波
篠　　山 ６月１日 篠山河川敷内の清掃   1 　1

丹　　波 ６月５日 県道の清掃・草刈、河川堤防の草刈   3 　3

合　計 73 100

神戸地区の活動 但馬地区の活動
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ふれあいの祭典・コウノトリ翔る　　　

　　　　　但馬まるごと感動市への参加

ステージで「紙ふうせん」とと
もに「ふるさと兵庫」の大合唱

協会会員によるゴミの分別指導 大人気の但馬牛の丸焼き

　但馬まるごと感動市実行委員会主催の「平成21年

度ふれあいの祭典・コウノトリ翔る但馬まるごと感

動市」が平成21年11月14日及び15日の２日間、県立

但馬ドームで開催されました。この事業は但馬の地

域産業が一体となり様々な資源を活用したツーリズ

ムを推進するため「食・物産」と「観光」をテーマ

とした新たな集客・交流空間を創造しようと数年前

から行われているものです。今年はふれあいの祭典

全県イベントと一体的開催となりました。みんなが

主役・但馬でつくる「ふれあい感動たから箱」をイ

ベントテーマとし、ステージイベントや出展イベン

トが華やかに繰り広げられました。ドーム内では、

但馬自慢！食と物産のコーナー、但馬体験教室、高

等学校工業教育フェアーなどの催しが、ドーム外で

も、ひょうごエコフェスティバルやひょうご健康ま

つりなど各種の行事が行われ、熱気に包まれていま

した。

　当協会は、昨年度から県民局の要請に基づき、事

業推進のボランティア活動に参加しています。今年

は会場管理・清掃を担当し、但馬地区の延10名の会

員が協会名の入ったスタッフジャンパーを着用して

来場者にゴミの分別指導等の作業を行いました。

　また、ボランティア参加団体には間口３間、奥行

き２間の PR 用ブースが用意され、当協会では井上

㈱及び三菱電機㈱の協力により、太陽光発電、地上

デジタル放送のＰＲ、ＩＨクッキングヒーター（実

演）やパンフレット配布を行いました。

　当協会のＰＲとしては、昨年度作成した協会の幟

旗を設置し、パンフレットや広告用ポケットティッ

シュを配付し、活動内容の周知を図りました。

協会ＰＲコーナー
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青 年 部 会 の ペ ー ジ

１　第11回総会

　本年度総会は、平成21年４月22日（水）15：30～

16：30、神戸市勤労会館308号室にて開催され、議

事についても満場異議無く、青年部会会則第10条第

３項により可決されました。

詳細は以下の通りです。

会 員 総 数：33名

出席会員数：29名（うち書面委任７名）

来賓出席者：＜協会＞　藤井会長

　　　　　　＜新聞社＞　３名

議　　　事：第１号議案　平成20年度事業報告の件

　　　　　　第２号議案　平成20年度収支決算の件

　　　　　　第３号議案　平成21年度事業計画の件

　　　　　　第４号議案　平成21年度収支予算の件

９ 部 会 ・ 好 活同 会 動

２　平成21年度組織構成及び委員会配属

　平成21年度の委員会配属は以下の通りとなりました。

部 会 長 副 会 長 委 員 会 委 員 長 副委員長

今井　良和

（今井電気商会）

藤井　洋平

（藤井電機）

事　　業

委 員 会

前田　賢則

（船木電気工業）

中井　光雄

（神鋼ＥＮ＆Ｍ）

池田　佳隆

（サン電設工業）

総　　務

委 員 会

田谷　浩明

（エイデン）

橋本　寛士

（甲南電設工業）

岡田　亮一

（岡田電工）

渉外交流

委 員 会

高橋　良之

（陵南）

松尾 新二郎

（松尾電設工業）

※監査役　　平井　正博（ミナト電気工事）、植原　利幸（電業協会専務理事）

３　ボランティア活動報告

～兵庫県立こばと聴覚特別支援学校～

　平成21年７月19日に青年部会の活動計画の一環で

あります、兵庫県立こばと聴覚特別支援学校の『夏

のつどい』開催におけるボランティア活動を行いま

した。

　この活動も青年部会として、９年連続で参加させ

ていだだいている活動であり、当日の打合せのなか

では、校長様、教頭様も毎年、警備をして頂いて大

変に心強く感じており、感謝しております。とのお

言葉を頂きました。

　『夏のつどい』とは、こばと聾学校の夏の行事で、

在校生および卒業生を呼んだ夏のお祭りであります。

　当日は晴天の中、多くの在校生、卒業生、父兄の

方々が参加されておりました。活動内容としまして

は、来場者の車誘導補助開催中の会場警備などを行

い、お祭りもスムーズな進行ができ、無事に終了す

ることが出来ました。

　毎年のことながら、卒業生による和太鼓、先生方

や女子大生ボランティアによるゲームや売店など、来場者の誘導状況
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楽しい催しが開催され多くの笑顔がありました。こ

のボランティア事業に参加した者も、非常に、明る

く楽しくできました。

　最後には、教頭様より父兄及び生徒の前で、兵庫

県電業協会青年部会の紹介と警備ボランティアのお

礼を述べて頂き、兵庫県電業協会青年部会の知名度

の向上と、日頃からご愛顧いただいいる県民ならび

に県施設等への貢献としましては、この活動は充分

に意義があると思います。参加された皆様、本当に

ご苦労様でした。

４　インターンシップ事前安全講習会報告

～兵庫県立兵庫工業高等学校～

　平成21年10月15日に青年部会の活動計画の一環で

あります、兵庫県立兵庫工業高等学校にてインター

ンシップ事前安全講習会を行いました。

　本題の活動内容ですが、当日に学校側との打合せ

を行い、講習内容、時間割などの内容確認を行いま

した。その後、兵庫県立工業高等学校やまなみ会館

にて13：20より、生徒数37名を対象にインターン

シップ事前安全講習会が開会されました。

　開会にあたり、吉田学校長より挨拶、吉井学科長

より講習会の趣旨説明、講師の紹介、また生徒代表

による挨拶がありました。

　講習会では、小山常任理事の挨拶の後、電気工事

業についてビデオ上映をし、今井部会長より説明が

ありました。電気工事業について、営業や設計、見

積等も同じ電設業であること、また竣工、引渡後も

アフターサービス、メンテナンス等も行うといった

ことを話し、お客様あっての電気工事であること、

それに対しての挨拶の重要さを説明しました。

　休憩を挟んだ後、現場作業にかかわる安全事項等

についてのビデオ上映をしました。現場での事故に

つながる要因ごとに、それに対する対策が挙げられ

ていました。ビデオ上映後は秋山総務委員より、イ

ンターンシップ前の安全講習が行われました。作業

中の服装や、安全帯の種類、使い方の説明を行いま

した。

　に対しての達成感や逆に挫折しそうになったこと

があるか等、安全に関する以外の質問もありました。

　閉会の挨拶では、司会進行をされていました坂上

先生からインターンシップ事前安全講習会のお礼を

述べて頂きました。また、最後には恒例の記念撮影

を先生方、ならびに生徒達とともに行いました。

　吉田学校長、吉井学科長ならびに坂上先生よりお

礼のお言葉をいただきました。これからも青年部会

の事業として、さらに内容を充実させていきたいと

思います。
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５�　兵庫県県土整備部住宅建築局設備課との

懇親座談会

　平成21年10月８日（木）14時より、ラッセホール

において、毎年恒例になっている兵庫県県土整備部

住宅建築局設備課と青年部会との懇親座談会が開催

されました。

　県設備課からは、前田課長、大川副課長、電気１

係　井上係長、電気１係担当　谷氏、電気２係村山

主査、電気２係担当　松本氏、電気３係　小嶋主査、

電気３係　西本主任にお越し頂き青年部会からは16

名が参加、計24名での開催となりました。

　今井部会長の挨拶の後、第一部では精神保健福祉

士の藤田先生より講演をしていただきました。テー

マは「人生を楽しく過ごすコツ」ということで、内

容的には近年、増加傾向にあるうつ病の話や心のケ

ア等、他にも家族やお酒に関することをユーモアを

まじえて講演をして頂き大変楽しく勉強になりまし

た。その後の質疑応答でも多くの質問が出て、藤田

先生から丁寧にお答えをいただきました。

　休憩の後の第２部では、４つのグループに分かれ、

第１部の講演を聞いたうえで話し合うスタイルがと

られ、活発な意見交換が行われました。講演が心に

関する事だったので、仕事上の悩みや家族、夫婦の

事などの話がでていました。藤田先生も各グループ

を廻りながら座談会に加わりもりあげて頂きました。

　座談会のあと各グループ毎に、まとめの発表をし

て頂きました。各グループ共、参加者全員が楽しそ

うに話をされていたのが、とても印象的でした。

　最後に藤田先生の総評、岡田副会長の閉会の挨拶

で会は無事終了となりました。午後の忙しい時間か

らの開始にも関わらず、設備課の皆様、青年部会の

皆様には、沢山お集まり頂き本当にありがとうござ

いました。

　今後も青年部会の恒例事業として、更に内容を充

実、発展させ、続けて行きたいと思います。

青年部会からは16名が参加

第1部で講演をして頂いた藤田先生部会長より開会の挨拶

第２部ではグループ毎に意見交換を実施
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６　青年部会会員募集！

　平成10年の発足以来、青年部会では、さまざまな

勉強会、講演会の実施や行政との意見交換等、直接

仕事に関係する事業のほか、ボランティア活動や懇

親会等、さまざまな活動を行っています。

　現在、協会加盟社の中から33名が青年部会にご参

加いただいています。未加入の会社の皆様におかれ

ましては、ぜひ、若い世代の青年部会への参加をご

検討いただけますよう、宜しくお願いいたします。

入会に関するお問い合わせは、協会事務局までお願

いいたします。

７　委員会活動報告

　青年部会での事業を実施するにあたって、それぞ

れ担当の各委員会で企画から具体的な実施計画まで

検討しています。平成21年度（12月迄）に開催され

た委員会は以下の通りです。

運営委員会　７回　�青年部会全体の活動方針、及び

各事業の検討

総務委員会　２回　�総会の実施、旅費規程管理等

事業委員会　３回　�ボランティア事業、研修事業の

企画、検討

渉外交流委員会　２回　�懇親座談会、会員事業の企

画、検討
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新生のじぎく会だより

　第５回大会では、県内屈指のゴルフ場でもある「東

広野ゴルフ倶楽部」で開催することが出来ました。

難関コースだけあって、ゴルフの達人の皆さんも苦

労されたようで、スコアが全般的に高い結果になり

ました。しかしながら、醸し出される雰囲気・コー

スともに最高でした。

　第６回大会は絶好のゴルフ日和の中、新入会員の

皆様にもたくさん参加して頂き、終始和やかな雰囲

気で楽しい一日になりました。コースコンディショ

ンも上々で、早いグリーンに惑わされ、３パット続

出！ゴルフの力量に意気消沈したメンバーも ･･･。

　次回、第７回大会は下記の予定になっています。

ご参加をお待ちしております。

　　・日時：平成22年４月13日（火）

　　・場所：有馬ロイヤルゴルフ倶楽部

第５・６回のじぎく会成績結果

回数
開 催 月 日 成　　　　　　績

（ダブルペリア方式）開 催 場 所

第５回

平成21年４月21日（火） １位　山崎　信彦（栄興電機工業）

２位　河戸　克己（田辺電気）

３位　松永　　浩（大日電機）東広野ゴルフ倶楽部

第６回

平成21年10月27日（火） １位　谷　　裕夫（谷電気）

２位　藤井　宏明（藤井電機）

３位　吉野　光治（矢野電気工事）高室池ゴルフ倶楽部

第５回全員集合写真 第６回優勝谷さんと準優勝藤井会長
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10 社 団 法 日 電 工 協 の き人 本 設 業 会 動

１　社団法人日本電設工業協会会員大会

　平成21年度社団法人日本電設工業協会会員大会

が、10月８日（木）高松市で開催されました。大会

には全国から350名余が参加し、盛大に催されました。

　まず、㈳日本電設工業協会林会長から、「鳩山新

政権がスタートし、公共事業の大幅な削減が懸念さ

れるが、内需拡大を柱とした景気対策を引き続き推

進するとともに、社会資本整備の着実な推進や地方

の経済・産業の活性化に期待したい。協会としては、

『適正な価格・適正な工期での受注の確保』、『優秀

な人材の確保・育成』、『分離発注の推進』、『地球環

境保全等への貢献』の４点を重点課題として積極的

に取り組みを進めてまいりたい。」との挨拶があり

ました。

　続いて、足立敏之国土交通省四国地方整備局長（代

理 薮信一四国地方整備局営繕部長）、真鍋武紀香川

県知事及び金井甲高松副市長の来賓挨拶の後、林会

長が議長に就任し、「総合評価落札方式、課題と今後」

をテーマに長江政策委員会副委員長から、また「中

小ローカル会社の今後のビジネスモデル」をテーマ

に内藤神奈川県電業協会会長から基調報告が行われ

ました。

　最後に、本年度の大会決議について次の各項目に

ついて専務理事から提案説明が行われ、満場一致で

承認され、会員大会は終了しました。

平成21年度会員大会決議

地球環境保全等の社会的貢献と顧客価値の増大・

創造を目指し、我々は次のとおり行動することを

決意する。

①�　業界の健全で持続的な発展のため、適正な価

格・工期での受注を確保し、施工品質と安全体

制を確立しよう

②�　若者が生きがいを持って活躍でき、生涯を託

することが出来る魅力ある電設業界を目指そう

③�　省エネルギー対策の強化とともに、地球と人

に優しい再生エネルギーの活用を推進しよう

④�　対話を通じて顧客ニーズに的確に対応し、電

気設備工事の品質と価格の透明性を確保する

「分離発注」を協力に推進しよう

　大会終了後、宗由貴少林寺グループ総裁から「あ

りがとう この生命（いのち） ありがとう あなたと

の出会い」と題して記念講演があり、その後、会員

懇親会が行われて大会は幕を閉じました。

２　2010電設工業展

　電気設備機器・資材・工具等の総合展示会である

「2010電設工業展」が、平成22年５月26日（水）～

28日（金）の３日間にわたり、インテックス大阪４・

５号館で開催されることになりました。主催は社団

法人日本電設工業協会ですが、当協会もこの展示会

に協賛することにしています。

　今回のテーマは10月16日の第１回実行委員会で

「進めようエコライフ！はぐくもう快適環境！」に

決定し、450小間の出展募集を行うこととしました。

また、特別催事として製品コンクールや特別講演会

など多様な催しが展開されることになっています。宗　由貴　少林寺グループ総裁の講演

部会長より開会の挨拶
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平成22・23年度兵庫県建設工事等に係る

入札参加資格審査申請の基準受付

（兵庫県からのお知らせ）

　建設工事、測量・建設コンサルタント等業務の入

札参加資格審査申請の基準受付を、次のとおり実施

します。

１　電子申請により申請する場合

⑴　受付期間

　　　平成22年１月25日（月）９時から

　　　平成22年２月12日（金）17時まで

⑵　申請先

　　�　兵庫県のホームページ（http://web.pref.

hyogo.lg.jp）「トピックス」より「●平成22・

23年度兵庫県入札参加資格審査申請の基準受

付」→「建設工事、測量・建設コンサルタント

等業務」→「電子申請」又は「書面申請」を選

択のうえ確認してください。

　　※�なお、システム保守作業等のため、電子申請

ができない期間がありますので、事前に兵庫

県ホームページ「電子申請」のトップページ

等でご確認ください。

⑶　電子申請用申請要領、提出書類等の配付

　　�　兵庫県のホームページからダウンロードする

ことで入手できます。（上記⑵の申請先と同じ

順序でアクセスしてください。）

⑷　電子申請に係る添付書類の送付先

　ア　県内業者（県内に本社（店）を有する者）

　　�　申請者の所在地を管轄する各県民局総務室財

務課（各県民局住所は右記記載のとおり）

　イ　県外業者（県外に本社（店）を有する者）

　　　兵庫県県土整備部県土企画局契約管理課

　　�（〒650‐8567　神戸市中央区下山手通５－10－

１）

⑸�　電子申請に係るヘルプデスク（質問・相談窓口）

の開設

　　「兵庫県工事入札・申請ヘルプデスク」

　　　電話番号　0120－557－864（フリーダイヤル）

　　　受付時間　�９時から17時まで（土曜、日曜を

除く。）

⑹�　電子申請に係るＩＤ・パスワードの発行につい

て

　　�　新規申請の方は、下記によりＩＤ・パスワー

ド発行手続きを行ってください。

　　�　平成16年度以降のいずれかの兵庫県入札参加

資格者名簿に登録のある方については、入札参

加資格の登録状況をお知らせしているハガキ等

に記載のＩＤ・パスワードを使用してください。

　ア　ＩＤ・パスワード申請書の配付

　　�　兵庫県のホームページからダウンロードする

ことで入手できます。（左記⑵の申請先と同じ

順序でアクセスしてください。）

　イ　申請方法

　　�　申請書及び添付書類を兵庫県県土整備部県土

企画局契約管理課あてに郵送してください。

　ウ　申請期間

　　�　平成22年１月８日（金）から平成22年１月18

日（月）まで（必着）

〔各県民局住所〕

神戸県民局総務室財務課

　　〒650‐0004　神戸市中央区中山手通６－１－１

阪神南県民局総務室財務課

　　〒660‐8588　尼崎市東難波町５－21－８

阪神北県民局総務室財務課

　　〒665‐8567　宝塚市旭町２－４－15

11 兵 庫 県 入 ・ 約 度の 札 契 制

75



兵庫県の入札・契約制度の改正

　平成20年７月から兵庫県では企業の技術力や社会

貢献状況を一層適正に評価し、健全な育成を図るた

め技術・社会貢献評価点が入札参加要件となりまし

た。当協会では、社会貢献活動を協会活動の柱の１

つとして取り組んでいますが、これらの活動を行う

会員にとって励みになり、ひいては協会の求心力に

繋がるようこの制度の充実について要望活動を行っ

てきました。平成21年度からは、入札・契約制度が

次のとおり改正になりました。詳細は兵庫県のホー

ムページをご覧ください。

１　入札参加要件とする技術・社会貢献評価点数の引上げ（平成21年７月改正）

⑴　入札参加要件

　�　公募型一般競争入札及び制限付き一般競争入札については、資格格付や施工実績のほか技術・社会貢献評

価点数が必要ですが、電気工事については次のとおり引き上げられました。

区　　分 契約予定金額 改正前の必要評価点数 改正後の必要評価点数

公募型一般競争入札  2.5億円～　　　 10点 30点

制限付き一般競争入札
　１億円～2.5億円   8点 25点

５千万円～１億円　   0点 10点

東播磨県民局総務室財務課

　　〒675‐8566　�加古川市加古川町寺家町天神木97

－１

北播磨県民局総務室財務課

　　〒673‐1431　加東市社字西柿1075－２

中播磨県民局総務室財務課

　　〒670‐0947　姫路市北条１－98

西播磨県民局総務室財務課

　　〒678‐1205　赤穂郡上郡町光都２－25

但馬県民局総務室財務第１課

　　〒668‐0025　豊岡市幸町７－11

丹波県民局総務室財務課

　　〒669‐3309　丹波市柏原町柏原688

淡路県民局総務室財務課

　　〒656‐0021　洲本市塩屋２－４－５

２　書面申請により申請する場合

⑴　受付期間

　　�　平成22年２月１日（月）から平成22年２月15

日（月）まで（土曜、日曜及び祝日を除く。）

各日10時から16時まで（12時から13時30分を除

く。）

⑵　受付場所

　ア　県内業者（県内に本社（店）を有する者）

　　�　申請者の所在地を管轄する各県民局（電子申

請用申請要領又は書面申請用申請要領をご覧く

ださい。）

　イ　県外業者（県外に本社（店）を有する者）

　　　兵庫県中央労働センター301会議室

　　　（神戸市中央区下山手通６－３－28）

　　�　ただし、平成22年２月２日（火）は、兵庫県

庁西館１階大入札室（神戸市中央区下山手通５

－10－1）

⑶　書面申請用申請要領、提出書類の配付

　　　兵庫県のホームページからダウンロード

　　　ダウンロード方法：�電子申請用申請要領と同

じ

３　問い合わせ先

　県土整備部県土企画局契約管理課078－341－7711

（内線4334、4348）
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⑵　評価点数

項　　　目 要　　　　件 評価点数

１　障害者雇用

法定雇用率達成 40点

報告義務はないが雇用 20点

法定雇用率未達成

達成率２／３以上 24点

達成率１／３以上 16点

達成率１／３未満 8点

２　ＩＳＯ認証取得
９０００シリーズ 16点

１４０００シリーズ 16点

３　エコアクション２１認証取得（上記１４０００との重複加点なし） 8点

４　各種賞受賞

さわやかな県土づくり賞 16点

人間サイズのまちづくり賞 8点

県優秀施工者賞 4点

建設雇用改善優良事業所知事表彰 8点

納税功労者表彰 4点

ひょうご経営革新賞 6点

５　県との協定締結
男女共同参画社会づくり協定 8点

子育て応援協定 8点

６　ＶＥ提案・採用 １件8点、上限48点

７　社会貢献活動

災害応急対策業務協定締結 12点

上記協定に基づく出動 16点

地域づくりのために資する重要な活動 8点

県管理道路河川等公共施設の愛護活動 6点

県の関係事業に対する支援 6点

工業高校生の就業体験事業への協力 8点

地域安全まちづくり活動 6点

建設労働災害防止活動 6点

建設業暴力追放活動 6点

８　資格制限 入札参加者資格制限を受けた場合 －16点

９　指名停止 ６月以上の指名停止を受けた場合 －16点

10　工事成績 平均工事成績点
120点～

－40点

（注）要約して掲載しているため兵庫県のホームページで確認してください。

２　最低制限価格等の引上げ（平成21年４月改正）

　公共工事の品質確保等への悪影響が懸念されるような応札実態を踏まえ、最低制限価格等が引き上げられる

とともに、低入札価格調査の対象工事価格が引き上げられるなどの改善が図られました。
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受賞おめでとうございます。

河野賢三副会長が平成21年春の黄綬褒章受章

　永年にわたり電気工事業に従事し業務に精励するとともに、多年にわたる電気工事業界の振興発展に貢献さ

れた功績により、平成21年４月29日付けで黄綬褒章を受章され、伝達式が５月18日（月）国土交通省会議室で、

天皇陛下への拝謁が皇居で行われました。

河　野　賢　三　氏

社団法人兵庫県電業協会副会長

株式会社カデックス代表取締役

平井伸幸副会長が平成21年度兵庫県功労者表彰受賞

　永年にわたる電気工事業界の振興発展に貢献された功績により、平成21年５月３日付けで兵庫県功労者表彰

（まちづくり功労）を受けられ、表彰式が６月２日（火）、県公館で執り行われました。

平　井　伸　幸　氏

社 団 法 人 兵 庫 県 電 業 協 会 副 会 長

ミナト電気工事株式会社代表取締役社長

12 協 会 の き動
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会 務 日 誌

月　　日 行　　事　　名 場　　所 出　　席　　者

１／５（月） 新年合同祝賀会 神 戸 国 際 展 示 場 会　　長

１／７（水） ※県幹部への新年挨拶 兵 庫 県 庁 正副会長、専務理事

１／14（水） ※総会打合せ会 協 会 事 務 局 正副会長、正副総務委員長

１／15（木） 空衛協会新年交礼会 Hオ ー ク ラ 神 戸 会長、河野副会長、専務理事

１／16（金） ※災害対策緊急連絡網伝達訓練 協 会 事 務 局 会　　員

１／16（金） 日電協関西支部賀詞交歓会 シェラトン都H大阪 西村副会長、山口常任理事

１／17（土） 兵庫県安全の日のつどい H A T 神 戸 技術・安全委員長

１／21（水） ※第52回通常総会・新年名刺交換会 生 田 神 社 会 館 会　　員

１／28（水） ※県民局長訪問 西 播 磨 県 民 局 会長、河野副会長、小山常任理事、専務理事

２／３（火） ※第１回公益法人制度改革ＰＴ作業会議 協 会 事 務 局 チーム構成員

２／３（火） 近畿６電業協会会長連絡協議会 京 都 会　　長

２／４（水） ※兵庫県県土整備部要望 県 庁 会長、河野・平井副会長、専務理事

２／４（水） ※第７回総務委員会 協 会 事 務 局 委　　員

２／６（金） ※公益法人制度改革公認会計士相談 協 会 事 務 局 平井・西村副会長、専務理事

２／７（土） ※第７回理事会 美方郡　井づつや 理　　事

２／13（金） 農業参入セミナー 農林水産技術総合センター 会　　員

２／16（月） 建設業と地域の元気回復事業等説明会 大阪合同庁舎第１号館別館 経営委員長

２／19（木） ※県民局長訪問 北 播 磨 県 民 局 会長、河野副会長、金川常任理事、専務理事

２／20（金） ※公益法人制度改革公認会計士相談 協 会 事 務 局 平井・西村副会長、専務理事

２／24（火） ※暴力団追放対策講習会 兵庫県中央労働センター 会　　員

２／25（水） 新公益法人制度説明会 大 阪 電 業 協 会 専務理事

２／27（金） ※県民局長訪問 但 馬 県 民 局 会長、田中理事、専務理事

２／27（金） ※但馬地区懇談会 白 菱 電 気 設 備 ㈱ 会長、専務理事、地区会員

３／２（月） ※第８回総務委員会 協 会 事 務 局 委　　員

３／４（水） ※第８回理事会 協 会 事 務 局 理　　事

３／５（木） ※県民局長訪問 中 播 磨 県 民 局 会長、河野副会長、小山常任理事、専務理事

３／10（火） 事業所等防犯ネットワーク代表者会議 警 察 本 部 会 議 室 専務理事

３／12（木） ※東・中・西播磨地区懇談会 姫 路 商 工 会 議 所 会長、河野副会長、地区会員ほか

３／12（木） ひょうご・わが家の耐震改修推進協議会 神 戸 市 教 育 会 館 山口技術・安全委員長

３／13（金） 日電協関西支部地区協議会 中 央 電 気 倶 楽 部 西村副会長

３／13（金） ※阪神南・北地区懇談会 は な み ず き 会長、西村副会長、地区会員ほか

３／15（月）
建設業関係団体協議会専務理事・事務局
長連絡会議 兵 庫 建 設 会 館 専務理事
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月　　日 行　　事　　名 場　　所 出　　席　　者

３／19（木） ※丹波地区懇談会 丹波技術訓練センター 会長、専務理事、地区会員

３／24（火） ※県外本店地区懇談会 協 会 事 務 局 平井副会長、専務理事、地区会員

４／２（木） ※年度初め県幹部職員への挨拶 兵 庫 県 庁 会長、全副会長、専務理事

４／４（土） ※
１級学科施工管理技術検定受験対策講習
会開講式 中央労働センター 技術・安全委員長、専務理事

４／７（火） ※決算監査 協 会 事 務 局 監事、専務理事

４／８（水） ※神戸地区懇談会 協 会 事 務 局 河野・平井副会長、専務理事、地区会員

４／９（木） ※第１回総務委員会 協 会 事 務 局 委　　員

４／14（火） ※第１回経営委員会 協 会 事 務 局 委　　員

４／16（木） ※第１回理事会 協 会 事 務 局 理　　事

４／22（水） 青年部会総会 神 戸 市 勤 労 会 館 会長、専務理事

４／22（水） 青年部会総会懇親会 維 新 號 點 心 茶 室 理事、監事

４／24（金） ※第１回技術・安全委員会 協 会 事 務 局 委　　員

４／26（日） ※施工管理技術検定講習会閉講式 中央労働センター 技術・安全委員長、専務理事

４／28（火） ※入札契約制度県との意見交換会 県 庁 会長、全副会長、専務理事

５／７（木） 建設業と地域が連携した協議会の説明会 県 民 会 館 専務理事

５／13（水） 建設業と地域が連携した協議会 県 民 会 館 専務理事

５／15（金） 日電協関西支部地区協議会 中 央 電 気 倶 楽 部 会　　長

５／15（金） 建設業暴力追放協議会定時総会 建 設 会 館 河野副会長

５／18（月） 河野副会長褒章伝達式 国土交通省・皇居 河野副会長

５／25（月） ※正副会長会 協 会 事 務 局 正副会長、専務理事

５／29（金） 公益法人セミナー 大 阪 産 業 創 造 館 専務理事

６／２（火） 兵庫県功労者表彰表彰式 県 公 館 平井副会長

６／２（火） ※総会打合せ 協会事務局・生田神社会館 正副総務委員長、専務理事

６／４（木） ※第２回経営委員会 協 会 事 務 局 委　　員

６／５（金） ※第２回技術・安全委員会 協 会 事 務 局 委　　員

６／９（火） ※第２回理事会 協 会 事 務 局 理　　事

６／９（火） ※安全衛生表彰選考委員会 協 会 事 務 局 委　　員

６／11（木） ※空衛協会総会懇親会 Ｈ オ ー ク ラ 神 戸 会長、西村副会長、専務理事

６／12（金） ※第５３回通常総会懇親会 生 田 神 社 会 館 会　　員

６／26（金） 建築会会員交流会 東 急 イ ン 専務理事

６／29（月） ※河野賢三氏黄綬褒章受章祝賀会 Ｈ オ ー ク ラ 神 戸 会長ほか有志

７／４（土） ※第１回技術講習会 西播地域地場産業振興センター 会　　員

７／７（火） ※第２回総務委員会 協 会 事 務 局 委　　員

７／８（水） ※空衛協会との打合せ 協 会 事 務 局 平井副会長、専務理事

７／９（木） ※インターンシップ受入説明会（飾磨工業高校） 西 部 電 工 ㈱ 経営委員長、受入会員、専務理事
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月　　日 行　　事　　名 場　　所 出　　席　　者

７／10（金） 建設業と地域が連携した協議会 ひょうご女性交流館 専務理事

７／14（火） ※第３回理事会 協 会 事 務 局 理事・監事

７／16（木） ※安全衛生推進大会　 県 民 会 館 福 会　　員

７／18（土） ものづくりコンテスト県大会 県 立 龍 野 北 高 校 西部電気建設、西部電工、経営委員長

７／21（火）～23（木） ※インターンシップ（飾磨工業高校） 受 入 会 員 企 業 等 受入会員

７／22（水） ※インターンシップ受入説明会（豊岡総合高校） 県立豊岡総合高校 経営委員長、受入会員

７／23（木） 近畿６電業協会防災協定委員会 京 都 タ ワ ー Ｈ 技術・安全委員長

７／27（月） 自民党県連政策要望意見交換会 県議会自民党議員団会議室 会長、平井副会長

７／28（火） 近畿６電業協会会長連絡協議会 京 都 会　　長

７／31（金） ※県との行政懇談会 ラ ッ セ ホ ー ル 正副会長・専務理事・常任理事

８／３（月）～５（水） ※インターンシップ（豊岡総合高校） 受 入 会 員 企 業 等 受入会員

８／1７（月） ※インターンシップ受入説明会（尼崎工業高校） 尼 崎 工 業 高 校 経営委員長、受入会員、専務理事

８／1８（火） ※インターンシップ受入説明会（龍野北高校） 姫 路 労 働 会 館 経営委員長、受入会員、専務理事

８／2１（金） 住宅リフォーム推進協議会幹事会 神 戸 市 教 育 会 館 専務理事

８／24（月）～26（水） ※インターンシップ（尼崎工業高校） 受 入 会 員 企 業 等 受入会員

８／24（月）～26（水） ※インターンシップ（龍野北高校） 受 入 会 員 企 業 等 受入会員

８／26（水） ※第３回技術・安全委員会 協 会 事 務 局 委　　員

９／１（火） ※第３回経営委員会 協 会 事 務 局 委　　員

９／２（水） ※
エコアクション２１・関係企業グリーン化プ
ログラム全体説明会 神 戸 市 教 育 会 館 会　　員

９／３（木） ※第２回公益法人制度改革ＰＴ作業会議 協 会 事 務 局 チーム構成員

９／８（火） ※第３回総務委員会 協 会 事 務 局 委　　員

９／９（水） ※経営講演会＆県工事検査説明会 県 民 会 館　 福 会　　員

９／14（月） 日電協関西支部地区協議会 中 央 電 気 倶 楽 部 西村副会長

９／14（月） 空衛協会30周年記念講演会 私 学 会 館 会　　員

９／15（火） ※第４回理事会 協 会 事 務 局 理事・監事

９／26（土） ※
１級実地電気工事施工管理技術検定受験
対策講習会（１日目） 神 戸 市 教 育 会 館 技術・安全委員長、専務理事、会員

９／29（火） 兵庫県住宅再建共済制度推進会議 県 公 館 専務理事

９／30（水） ※災害対策緊急連絡網伝達訓練 協 会 事 務 局 会　　員

10／２（金） ※
ＥＡ２１・関係企業グリーン化プログラ
ム第１回グループ別コンサル（ＡＢ地区） 協 会 事 務 局 神戸・姫路地区会員

10／３（土） ※
１級実地電気工事施工管理技術検定受験
対策講習会（２日目） 神 戸 市 教 育 会 館 技術・安全委員長、専務理事、会員

10／６（火） ※第１回会報編集委員会 協 会 事 務 局 委　　員

10／７（水） ※第３回公益法人制度改革ＰＴ作業会議 協 会 事 務 局 チーム構成員

10／８（木） 日電協会員大会 かがわ国際会議場 専務理事

10／13（火） ※
ＥＡ２１・関係企業グリーン化プログラ
ム第１回グループ別コンサル（Ｃ地区） 和 田 山 商 工 会 館 但馬・丹波地区会員

10／14（水） 地域安全兵庫県民大会 県 公 館 技術・安全委員委員長
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月　　日 行　　事　　名 場　　所 出　　席　　者

10／15（木） ※インターンシップ事前安全講習会 兵 庫 工 業 高 校 経営委員長、青年部会

10／16（金） 2010電設工業展第１回実行委員会 ラ マ ダ Ｈ 大 阪 専務理事

10／19（月） ※第５回理事会 協 会 事 務 局 理事・監事

10／21（水） ※インターンシップ受入説明会 協 会 事 務 局 経営副委員長、受入会員

10／22（木） ※施設見学会 音羽電機工業㈱ほか 会　　員

10／26（月） ※
近畿６電業「災害時等における相互応援に
関する協定」締結式 京 都 タ ワ ー Ｈ 会長、西村副会長、技術・安全委員長

10／28（水）～30（金） ※インターンシップ（兵庫工業高校） 受 入 会 員 企 業 等 受入会員

11／２（月） ※会報取材 神戸市下水処理場 平井副会長、専務理事

11／６（金） ※
ＥＡ２１・関係企業グリーン化プログラ
ム第２回グループ別コンサル（ＡＢ地区） 協会事務局・東和電気工事㈱ 神戸・姫路地区会員

11／７（土） ※第２回技術講習会 県 民 会 館　 会　　員

11／９（月） ※
ＥＡ２１・関係企業グリーン化プログラ
ム第２回グループ別コンサル（Ｃ地区） 和 田 山 商 工 会 館 但馬・丹波地区会員

11／９（月） ※第４回経営委員会 協 会 事 務 局 委　　員

11／10（火） ※第４回公益法人制度改革ＰＴ作業会議 協 会 事 務 局 チーム構成員

11／11（水） ※会報取材 ㈱ノヴァエネルギー 平井副会長、専務理事

11／12（木） ※第４回総務委員会 協 会 事 務 局 委　　員

11／14（土）～15（日）
ふれあいの祭典・コウノトリ翔る但馬ま
るごと感動市 但 馬 ド ー ム 地区会員、西村副会長ほか

11／16（月） ※第６回理事会 協 会 事 務 局 理事・監事

11／16（月） 新生兵庫懇談会 ポ ー ト ピ ア Ｈ 正副会長、専務理事、常任理事

11／18（水） 建設雇用改善推進対策会議 県 民 会 館 専務理事

11／18（水） ※新公益法人制度個別相談 県 公 益 法 人 室 平井副会長、専務理事

11／18（水） 空衛協会３０周年記念式典 Ｈ オ ー ク ラ 神 戸 正副会長、専務理事

11／24（火） 原吉三県議会議長就任祝賀会 ポ ー ト ピ ア Ｈ 会　　長

11／22（土） ※正副会長会 協 会 事 務 局 正副会長、専務理事

11／25（水） 新公益法人制度移行申請のポイントセミナー 東京海上日動第二神港ビル 専務理事

11／25（水） 官庁懇談会（都市整備機構） 都市整備機構西日本支社 会長、平井副会長

11／26（木） 官庁懇談会（近畿地方整備局） 中 央 電 気 倶 楽 部 会長、平井副会長

11／26（木） ※第４回技術・安全委員会 協 会 事 務 局 委　　員

11／30（月） 建設業新分野進出支援セミナー 兵 庫 建 設 会 館 会　　員

12／１（火） ※第５回総務委員会 協 会 事 務 局 委　　員

12／３（水） ※第３回技術講習会 県 民 会 館 会　　員

12／４（金） ※
ＥＡ２１・関係企業グリーン化プログラ
ム第３回グループ別コンサル（ＡＢ地区） 協 会 事 務 局 神戸・姫路地区会員

12／７（水） ※
ＥＡ２１・関係企業グリーン化プログラ
ム第３回グループ別コンサル（Ｃ地区） 和 田 山 商 工 会 館 但馬・丹波地区会員

12／８（月） ※第６回理事会 協 会 事 務 局 理事・監事

12／15（火） 日電協関西支部地区協議員・評議員会議 シ ェ ラ ト ン 都 Ｈ 会長、西村副会長

12／18（金） ※空衛協会との打合せ 協 会 事 務 局 正副会長、経営委員長、専務理事

※は当協会主催
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会員動向（平成21年中入会会員）

（敬称略）

社　　　名 代 表 者 名 所　　在　　地　　等

イ ト デ ン ㈱ 伊 藤　 敏 夫
〒670－0996　姫路市土山2－13－4
電話　079－292－6247　　ＦＡＸ　079－294－7258

㈱ 小 川 電 設 小　川　　　元
〒660－0893　尼崎市西難波町2－19－21
電話　06－6419－7877　　ＦＡＸ　06－6419－8601

コ ガ セ 工 業 ㈱ 福 居 豊 作
〒657－0864　神戸市灘区新在家南町2－3－15
電話　078－802－2011　　ＦＡＸ　078－802－7001

㈱ サ ン デ ン 植 村 英 志
〒658－0082　神戸市東灘区魚崎北町7－8－3
電話　078－451－6661　　ＦＡＸ　078－764－6662

㈱ シ モ デ ン 下　岸　　　功
〒651－1132　神戸市北区南五葉5－3－3
電話　078－594－2700　　ＦＡＸ　078－594－2622

㈱ し ん こ う 竹 内 秀 夫
〒662－0856　西宮市城ヶ堀町2－22
電話　0798－37－1333　　ＦＡＸ　0798－37－1334

太 昭 電 設 ㈱ 川 井 昭 爾
〒652－0035　神戸市兵庫区西多聞通1－3－20
電話　078－575－8885　　ＦＡＸ　078－575－8925

大 拓 電 気 ㈱ 小 林 勝 士
〒671－2221　姫路市青山北3－250－1
電話　079－268－2221　　ＦＡＸ　079－268－2227

㈲ 高 原 電 工 原 昇
〒651－2146　神戸市西区宮下2－5－10
電話　078－922－0315　　ＦＡＸ　078－922－0315

㈱ 橘 電 機 橘 勉
〒674－0065　明石市大久保町西島750－2
電話　078－946－0525　　ＦＡＸ　078－947－4617

東 京 電 機 工 業 ㈱ 諏 訪 芳 一
〒671－1234　姫路市網干区新在家355－2
電話　079－272－0272　　ＦＡＸ　079－274－0272

東 和 電 気 工 事 ㈱ 三 和 敬 典
〒670－0974　姫路市飯田2－51－1
電話　079－234－1020　　ＦＡＸ　079－234－2920

㈱ ニ ュ ー テ ッ ク 山 中 隆 夫
〒660－0095　尼崎市大浜町2－12
電話　06－6418－2415　　ＦＡＸ　06－6418－3487

平 尾 電 工 ㈱ 平 尾 秀 樹
〒660－0055　尼崎市稲葉元町2－4－9
電話　06－6419－5678　　ＦＡＸ　06－6419－8877

星 野 電 工 ㈱ 古 志 博 昭
〒657－0037　神戸市灘区備後町2－2－4
電話　078－811－6939　　ＦＡＸ　078－811－9333

本 多 電 気 ㈱ 本 多 範 幸
〒663－8156　西宮市甲子園網引町8－19
電話　0798－40－3005　　ＦＡＸ　0798－40－3007

松 本 電 工 ㈱ 松 本 一 郎
〒653－0867　神戸市長田区高東町3－4－13
電話　078－641－7011　　ＦＡＸ　078－641－7015

矢 野 電 気 工 事 ㈱ 吉 野 光 治
〒654－0024　神戸市須磨区大田町4－2－22
電話　078－731－5357　　ＦＡＸ　078－731－6330

㈱ 山 富 電 設 山 村 信 介
〒664－0007　伊丹市北野5－6－12
電話　072－783－2991　　ＦＡＸ　072－770－6447

㈱ 山 日 電 気 庄 治 成 貞
〒651－1421　西宮市山口町上山口1－12－19
電話　078－904－2104　　ＦＡＸ　078－903－2162

吉 川 電 気 工 業 ㈱ 吉 川 茂 樹
〒662－0951　西宮市川西町15－5
電話　0798－26－6538　　ＦＡＸ　0798－26－3173
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大 川 康 太 郎

　昨年を振り返ってみますと、経済面では100年に

一度とも言われる世界的な経済危機に直面し、政治

面では秋に政権交代が行われ、県内では台風９号に

よる大きな被害に見まわれました。個人レベルでは、

新型インフルエンザの脅威に右往左往した一年でも

あったように思います。取り巻く環境はこれまで以

上に厳しい状況に置かれ、或いは大きな変化に直面

しています。しかしながら、私達はこれまで、幾多

の試練に遭遇しながらも、何とか切り抜けてきまし

た。今回も英知を絞り、力を合わせて何としてもこ

の難局を乗り切っていきたいものです。

　さて、当協会の会報発行は今回で29号を数え、№

30の節目にリーチがかかりました。毎年、少しでも

見やすく、また、内容を充実していこうと編集委員

一同頭を絞ってまいりました。事業報告のウエート

を落としながら、関係する行政・団体・企業からの

情報発信に重点を移していくとの基本方針に基づ

き、今回は新たに特集ページを設けることにいたし

ました。

　編集委員会の最大の議論はテーマ選びでしたが、

表紙の写真とリンク付け、今注目されている地球温

暖化防止対策の切り札としての新エネルギーに焦点

を当てることにしました。協会の事業展開において、

太陽光発電システムの設備についての講習会の開催

やエコアクション２１認証取得に向けた勉強会を行

うほかなど環境問題への取り組みを強めていること

もテーマ決定の大きな要因となりました。

　新エネルギーの意義や県の政策など基本的な部分

については、兵庫県大気課にお願いして解説をいた

だきました。そして、具体的な取り組み事例は、編

集委員が分担して県内の４つの団体や企業にお伺い

し、現場や模型の見学や事業の説明をいただき、こ

れらを参考にしてまとめました。

　当初の意気込みとは異なり、消化不良になってし

まっている傾向は否めませんが、今後もこのコー

ナーを継続・充実していきたいと考えています。ま

た、本誌に対するご意見、ご批判や新コーナーにつ

いてのご提言がありましたら、事務局までお届けく

ださい。

　結びに、ご寄稿・ご協賛いただきました皆様に深

甚のお礼を申し上げますとともに、関係各位のご発

展、ご多幸を祈念申し上げます。� ＜Ｔ．Ｕ＞

社団法人兵庫県電業協会 役員名簿

Ｈ21．12．１現在

役　　職　　名 氏　　　　　名 会 　 　 員 　 　 名

会　　　　　長 藤　井　宏　明 藤 井 電 機 ㈱

副　　会　　長 平　井　伸　幸 ミ ナ ト 電 気 工 事 ㈱

〃 西　村　善　明 尼 崎 電 機 ㈱

専　務　理　事 植　原　利　幸 事 務 局

常　任　理　事 大　川　康太郎 ダ イ ト ウ 電 気 工 事 ㈱

〃 金　川　次　男 金 川 電 業 ㈱

〃 小　山　恵　生 西 部 電 工 ㈱

〃 寺　坂　睦　博 寺 坂 電 機 ㈱

〃 山　口　節　夫 山 口 電 気 工 事 ㈱

〃 山　﨑　英　彦 日本電設工業㈱大阪支店神戸営業所

理　　　　　事 足　立　和　隆 中 佐 治 電 工 ㈱

〃 池　田　重　男 サ ン 電 設 工 業 ㈱

河　野　賢　三 ㈱ カ デ ッ ク ス

〃 合　田　吉　伸 東 洋 電 気 工 事 ㈱

〃 庄　野　春　夫 庄 野 電 気 工 事 ㈱

〃 田　中　良　彦 白 菱 電 気 設 備 ㈱

〃 前　田　　　潮 西 部 電 気 建 設 ㈱ 姫 路 支 店

〃 向　山　和　義 ㈱ 国 益 電 業 社

監　　　　　事 丸　尾　富　保 星 屋 電 工 ㈱

〃 宮　崎　和　郎 大 宮 電 気 工 業 ㈱

〃 石　川　　　規 会 員 外
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